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旅
泊
の
す
さ
み
・
海
中
日
記

長
野
栄
俊 

校
訂　
　

　
　
　

凡　

例

一 

「
旅
泊
の
す
さ
み
」
は
、
福
井
藩
が
建
造
し
た
洋
式
帆
船
「
一
番
丸
」
の
初
航
海

時
の
航
海
記
で
あ
り
、
安
政
六
年
四
月
十
八
日
〜
六
月
十
日
（
一
八
五
九
年
五
月

二
〇
日
〜
七
月
九
日
）
の
内
容
を
持
つ
。
一
方
の
「
海
中
日
記
」
は
、
同
藩
が
長

崎
で
購
入
し
た
洋
式
汽
船
「
黒
竜
丸
」
を
受
取
り
に
行
っ
た
際
の
一
番
丸
乗
組
員

の
航
海
記
で
あ
り
、
文
久
三
年
四
月
三
日
〜
五
月
九
日
（
一
八
六
三
年
五
月
二
〇

日
〜
六
月
二
四
日
）
の
内
容
を
持
つ
（
復
路
は
黒
竜
丸
の
航
海
記
）。

一 

「
旅
泊
の
す
さ
み
」の
翻
刻
に
あ
た
り
、
松
平
文
庫（
福
井
県
文
書
館
保
管
）の「
旅

泊
の
す
さ
み
」（A

0143
－02516 

略
号〈
旅
〉）
を
底
本
と
し
、
対
校
に
同
文
庫
「
諸

雑
記
」（A

0143

－02512 

略
号〈
諸
〉）
所
載
文
を
用
い
た
。
ま
た
「
海
中
日
記
」

に
つ
い
て
は
、
越
前
史
料
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
の
「
海
中
日
記
」（X

0145

－01134 

略
号
〈
越
〉）
を
底
本
と
し
、
対
校
に
石
橋
重
吉
著
『
若
越
新
文
化
史
』

（
咬
菜
文
庫
、
一
九
三
八
年
）
所
載
の
翻
刻
文
（
略
号
〈
若
〉）
を
用
い
た
。

一 

校
訂
箇
所
に
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
付
し
、
末
尾
に
そ
の
内
容
を
記
し
た
。
た
だ
し
、

文
意
の
解
釈
に
影
響
し
な
い
程
度
の
用
字
の
異
同
や
濁
点
の
有
無
等
に
つ
い
て
は

取
り
あ
げ
な
か
っ
た
。

一 

文
字
は
一
部
の
固
有
名
詞
等
を
除
い
て
通
用
の
も
の
に
改
め
、
判
読
不
能
の
文
字

は
■
を
も
っ
て
示
し
た
。
ま
た
、
適
宜
読
点
・
並
列
点
を
加
え
て
い
る
。

一
校
訂
者
の
注
記
は
、（　

）
で
傍
記
し
た
。

一
解
題
は
、
本
誌
収
載
の
拙
稿
「
幕
末
福
井
藩
の
洋
式
船
と
航
海
記
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

一
、
旅
泊
の
す
さ
み

　

「
旅
（
表
紙
）泊

の
す
さ
み
」

安
政
六
己
未
年
兼
類
加
藤
藤
左
衛
門
・
野
村
与
三
兵
衛
・
内
田
閑
平
の
三
人
、
壱
番

丸
御
船
出
帆
ニ
付
、
乗
組
候
様
の
公
命
を
蒙
り
、
四
月
十
八
日
朝
四
ツ
時
福
井
表
出

立
、
明
里
御
蔵
前
ゟ
船
ニ
乗
り
、
右
三
人
其
外
長
谷
部
甚
平
・
佐
々
木
権
六
・
勝
山

藤
五
郎
抔
同
船
ニ
而
下
り
け
る
に
、
同
夕
八
ツ
時
三
国
ニ
着
、
夫
ゟ
御
船
に
移
り
乗

り
止
宿
し
た
り1

同
十
九
日
此
日
山
王
御
祭
礼
ニ
付
、
船
中
安
全
祈
願
之
為
参
拝
致
、
公
ゟ
金
百
疋
奉

納
有
之
、
扨
同
夕
清
風
亭
に
お
ゐ
て
右
三
人
且
水
夫
共
江
も
御
酒
被
下
、
夜
更
る
ま

て
互
ニ
酌
か
わ
し
、
舞
つ
歌
つ
何
れ
も
佳
興
ニ
入
る
、
九
ツ
時
一
統
船
中
へ
帰
る

同
廿
一
日
朝
の
内
空
曇
り
、
殊
ニ
風
も
な
か
り
し
か
、
九
ツ
時
比
俄
ニ
空
晴
レ
北
風

吹
出
し
た
り
、
依
之
俄
ニ
艤
し
て
道
船
三
四
艘
に
て
諸
貨
物
積
込
セ
、
手
船
四
艘
に

て
沖
中
ま
て
乗
出
し
た
り
し
か
、
左
右
の
磯
辺
に
ハ
心
易
き
限
り
皆
出
つ
、
佐
々

木
・
勝2

山
の
両
人
も
彼
小
船
に
乗
り
沖
中
ま
て
来
り
、
た
か
ひ
に
し3

か
〳
〵
の
別

れ
を
告
け
、
南
北
に
袂
を
分
ち
ぬ
、
夫
ゟ
風
は
よ
し
、
白
帆
皆
た
て
中
走
り
に
馳
た

り
し
か
、
船
ハ
よ
く
馳
、
八
ツ
半
時
亀
島
沖
、
七
ツ
時
越
前
岬
、
暮
時
頃
敦
賀
口
の

沖
に
来
る
、
此
日
三
国
を
出
し
は
八
時
な
り
し
か
、
二
時
斗
に
二
拾
里
斗
馳
た
り
、

夫
ゟ
同
夜
風
同
し
、
船
ハ
酉
を
走
た
り
し
か
、
風
を
友
の
か
た
よ
り
少
し
横
に
受
た

り
し
か
、
猶
よ
く
進
ミ
た
り
し
か
、
夜
半
比
ニ
ハ
少
し
和
波
た
り
し
か
、
明
方
こ
ろ

丹
後
経（

経
ヶ
岬
）

ヶ
崎
沖
江
来
る
、
昨
日
三
国
を
出
し
よ
り
大
率
風
を
横
ゟ
友
の
方
江
受
て
走

り
し
か
、
四
帆
皆
働
て
船
七
八
度
傾
き
な
か
ら
よ
く
走
り
た
り
、
三
国
よ
り
此
処
ま
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て
四
十
五
里
也
し
と
か
や

同
廿
三
日
朝
の
内
風
子
丑
の
方
江
廻
り
、
殊
ニ
力
薄
く
し
て
船
進
ま
す
、
行
と
も
な

く
退
く
と
も
な
く
、
同
し
処
江
漂
ふ
と
お
ほ
へ
た
り
、
昼
時
こ
ろ
五
六
里
も
進
ミ
た

り
け
ん
、
経
ヶ
崎
を
友
の
方
に
見
た
り
し
か
、
此
辺
沖
遠
ふ
く
馳
た
る
に
や
、
総
て

地
方
見
へ
す
、
九
ツ
時
比
風
又
吹
出
し
、
船
走
も
鋭
く
進
ミ
、
暮
時
比
に
ハ
三
十
里

斗
も
来
る
へ
し
と
お4
ほ
ゆ
れ
と
、
四
方
地
方
見
へ
さ
れ
ハ
慥
な
ら
す
、
同
夜
四
ツ
時

比
風
又
々
吹
募5
り
、
動
揺
強
く
な
り
し
か
ハ
、
フ
ラ
ム
帆
を
絞
り
、
フ
リ
ツ
キ
帆
七

合
斗
り
巻
て
馳
せ
た
り
し
か
、
明
方
比
出
雲
国
出（

地
蔵
崎
）

尾
崎
に
来
り
、
経
ヶ
崎
よ
り
此
処

ま
て
す
へ
て
地
方
見
へ
す
、
此
処
沖
の
処
に
隠
岐
の
国
と
も
霞
た
ち
定
か
な
ら
す
、

三
国
ゟ
是
ま
て
里

（
マ
マ
）

数

同
廿
四
日
風
昨
夜
よ
り
吹
直
し
、
四
時
十
里
斗
走
り
、
此
処
に
て
始
て
隠
岐
の
国
を

取
梶
の
方
に
見
初
め
た
り
、
九
ツ
時
こ
ろ
風
次
第
に
寅
卯
の
方
に
廻
り
、
殊
に
厳
し

く
し
て
波
高
く
な
り
し
か
ハ
、
又
々
フ
ラ
ム
帆
を
下
け
、
プ
リ
ツ
キ
帆
五
合
斗
巻

て
馳
り
た
り
、
八
ツ
時
比
石
州
湯（

温
泉
津
）

の
津
沖
に
来
る
、
此
処
地
方
に
銀
峯
と
い
ふ
山

有
り
、
峯
数
拾
侍
立
、
其
外
一
口
山
処
々
に
有
り
て
、
そ
の
風
景
い
わ
ぬ
か
た
な

し
、
夫
よ
り
も
風
は
ま
す
〳
〵
吹
募
り
、
波
は
山
の
如
く
高
さ
一
丈
余
も
あ
り
と
見

へ
し
か
、
船
は
ま
す
〳
〵
動
揺
し
、
傾
く
事
三
十
度
斗
、
一
度
ハ
天
に
昇
り
、
一
度

ハ
地
に
落
る
か
と
覚
へ
し
か
、
七
ツ
時
比
同
国
浜
田
沖
に
来
る
、
此
日
空
ハ
晴
れ
た

り
、
風
も
左
ま
て
の
事
は
あ
る
ま
し
き
な
と
い
ふ
水
夫
も
あ
れ
と
、
余
り
に
波
は
高

し
、
今
度
ハ
初
而
の
渡
海
な
れ
ハ
、
今
一
日
も
見
合
セ
て
も
然
る
へ
し
と
て
、
俄
に

船
を
間
切
、
浜
田
湊
の
沖
江
向
し
に
、
波
二
三
枝

（
マ
マ
）も
高
く
し
て
船
傾
く
事
三
拾
五
度

斗
、
フ
リ
ツ
キ
帆
下
し
方
ハ
水
に
ひ
た
し
、
波
時
々
櫓
上
ニ
打
揚
た
り
、
扨
又
水
溜

桶
ひ
か
へ
縄
き
れ
、
処
を
転
し
て
将

（
正
ヵ
）面

の
屋
根
を
打
砕
き
、
又
火
焚
処
の
竈
抔
覆
し
、

釜
抔
打
摧
キ
た
り
し
か
、
七
半
時
比
辛
ふ
し
て
浜
田
湊
内
に
入
て
碇
泊
し
ぬ
、
此
処

ハ
松
平
右（

 
武
　
聰
 
）

近
将
監
様
御
城
下
ニ
し
て
家
数
三
千
斗
有
り
、
湊
内
北
の
方
に
瀬

（
瀬
戸
ヶ
島
）

戸
島
と

い
ふ
あ
り
、
此
処
問
屋
数
軒
あ
り
て
都
而
買
船
商
塩
な
り
、
又
申
の
方
に
天
神
間
と

い
ふ
あ
り
、
周
囲
十
町
斗
、
此
島
に
天
神
を
安
置
す
、
若
シ
諸
船
不
斗
行
懸
り
磯
に

障
る
時
は
必
す
風
雨
出
る
よ
し
、
船
四
五
十
艘
を
入
る
へ
し
、
瀬
戸
島
を
上
り
間
と

い
ふ
、
天
神
を
下
り
間
と
い
ふ
、
さ
て
四
方
の
山
々
皆
ひ
ら
ひ
て
麦
を
植
た
り
、
諸

処
遊
歴
せ
し
に
田
と
覚
し
き
地
処
な
し
、
米
は
多
分
他
所
よ
り
買6
求
る
よ
し
、
干
烏

賊
・
鉄
・
苧
な
と
を
産
す
、
就
中
苧
ハ
市
木
・
市
山
抔
と
て
買
船
抔
ニ
ハ
最
上
の
も

の
と
す
、
此
日
陸
上
ニ
ハ
夷
船
渡
来
と
も
覚
し
に
や
、
な
ん
と
な
く
物
さ
わ
か
し
く

東
西
に
走
り
合
た
る
様
な
り

同
廿
五
日
こ
の
日
天
気
よ
く
風
な
し
、
此
地
い
ま
た
夷
製
の
船
は
見
馴
さ
る
様
故
に

や
、
貴
賤
上
下
の
別
な
く
皆
小
船
に
乗
り
て
見
物
す
、
船
下
終
日
弐
拾
艘
斗
も
絶
間

な
く
行
違
ひ
た
り
、
其
内
士
分
と
覚
し
き
も
の
あ
ま
た
有
り

同
廿
六
日
朝
の
内
少
し
北
風
吹
出
し
か
ハ
、
纜
を
解
て
出
帆
せ
し
か
ハ
、
須
臾
に
し

て
和
波
た
り
、
扨
同
夕
七
ツ
時
比
に
漸
く
浜
田
よ
り
七
里
斗
高
島
と
い
ふ
処
に
来
り

ぬ
、
此
辺
ハ
石
長
の
国
境
に
し
て
周
囲
三
拾
丁
斗
、
民
家
九
軒
斗
、
田
畠
も
あ
り
し
、

此
辺
か
ゝ
る
へ
き
間
な
く
、
そ
の
う
へ
風
ま
た
下
り
風
に
な
り
た
り
、
止
む
事
な
く

船
を
返
し
て
浜
へ

（
田
欠
ヵ
）帰ん

と
せ
し
か
、
同
夜
あ
ら
し
な
く
、
唯
潮
に
伴
れ
て
下
り
け
り
、

浜
田
沖
よ
り
拾
丁
斗
下
の
方
へ
下
り
、
湊
内
に
入
事
を
得
す
、
止
事
な
く
又
船
を
返

し
て
止
り
ぬ

同
廿
七
日
北
風
少
し
吹
出
る
ま
ゝ
馳
た
り
し
か
、
九
ツ
時
比
彼
高
島
の
辺
に
来
り
つ
、

夫
よ
り
風
吹
募
り
、
船
足
は
や
く
、
七
ツ
時
比
長
州
素（

須
佐
）

佐
と
い
ふ
湊
の
口
に
来
り
ぬ
、

此
処
磯
の
方
に
高（

高

山

）

野
山
と
い
ふ
山
あ
り
、
或
ハ
黄
帝
山
と
も
い
ふ
よ
し
、
此
山
高
さ
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弐
拾
丁
ば
か
り
に
し
て
、
上
ニ
黄
帝
の
社
あ
り
、
俗
に
伝
ふ
、
こ
の
神
、
上
古
唐
土

よ
り
渡
来
せ
し
よ7

し
、
航
海
の
も
の
別8

て
尊
敬
甚
し
と
そ
、
此9

山
遠
く
よ
り
顕
れ
、

よ
き
目
当
山
な
り
、
時
に
風
な
く
、
空
曇
り
、
雨
降
出
し
や
む
こ
と
な
く
、
湊
内
に

向
ひ
た
り
し
か
、
風
な
く
し
て
船
進
ま
す
、
ゆ
ゑ
に
天
満
卸
し
引
た
り
し
か
、
漸
に

し
て
六
半
時
比
湊
内
に
引
入
た
り
、
此
湊
処
々
の
出
島
あ
り
て
口
狭
く
内
広
し
、
湊

の
内
子
ノ
方
に
二（

弐
軒
屋
）

軒
屋
・
平
島
と
い
ふ
村
あ
り
、
と
も
に
上
り
間
な
り
、
又
午
の
方

に
待（

蟶

潟

）

て
方
と
い
ふ
村
あ
り
、
此
前
下
り
間
な
り
、
此
処
は
萩
の
領
分
に
し
て
其
家
臣

増（
益
田
越
中
ヵ
）

田
備
中
と
い
ふ
士
の
持
分
な
り
、
高
壱
万
三
千
石
、
市
中
に
屋
敷
あ
り
、
民
家
千

軒
斗
有
と
い
ふ
、
鉄
・
干
烏
賊
抔
を
産
す
る
よ
し
、
此
処
よ
り
萩
江
陸
道
九
里
、
周

防
江
弐
拾
五
里
な
り
、
同
夜
着
船
す
る
や
否
や
、
船
玉
の
勇
と
い
ふ
事
あ
り
、
そ
ハ

船
中

艫
の
方
に
別
ち
な
く
鈴
虫
の
鳴
か
如
き
声
す
る
な
り
、
或
は
天
満
に
て
陸
江

行
は
と
も
に
来
り
て
勇
玉
ふ
事
も
あ
り
、
俗
に
い
ふ
、
こ
の
湊
ハ
黄
帝
の
社
に
近
き

故
、
別
し
て
甚
し
と
そ
、
船
中
の
水
夫
と
も
、
こ
ハ
船
の
吉
祥
な
り
と
そ
皆
々
悦
ひ

合
た
り
、
此
事
尤
不
審
敷
事
な
か
ら
、
ま
の
あ
た
り
鳴
し
事
な
れ
ハ
し
る
し
ぬ
、
或

水
夫
の
少
し
理10
を
し
る
も
の
有
し
か
、
こ
ハ
山
間
の
湊
ハ
別
而
度
々
有
事
な
り
、
依

而
勘
れ
ハ
虫
様
の
類
移
り
来
り
鳴
に
て
も
あ
る
へ
し
と
い
ゝ
し
、
依
て
時
々
こ
ゝ
ろ

を
付
て
探
る
に
遂
に
そ
の
形
を
見
さ
り
し

同
廿
八
日
此
日
風
な
く
同
処
に
碇
泊
し
居
た
り
し
、
水
主
と
も
徒
然
の
あ
ま
り
手
繰

て
ふ
網
を
お
ろ
し
た
り
し
に
、
鯛
・
鰈
・
仮（

マ
マ
）
家
類
抔
許
多
得
た
り
、
依11
て
取
敢
す
庖

丁
し
た
り
し
に
味
悪
く
我
国
の
類
な
ら
す

同
廿
九
日
朝
の
内
北
あ
ら
し
吹
出
る
ま
ゝ
出
帆
し
た
り
し
に
、
島
よ
り
少
し
沖
は12
和

波
た
り
、
依
て
引
舟
雇
ひ
、
水
夫
と
も
頻
に
引
た
れ
と
も
、
波
高
く
、
風
逆
て
出
か

た
く
、
島
の
内
に
仮
に
碇
泊
の
風
を
待
ち
居
た
り
し
に
、
四
ツ
半
時
比
又
々
風
吹
出

し
た
り
し
か
ハ
、
帆
を
巻
た
り
し
に
、
又
島
間
に
な
り
、
風
和
波
、
船
は12
潮
に
連
さ

れ
て
取
梶
と
磯
に
よ
ら
ん
と
せ
し
ま
ゝ
、
又
や
む
事
な
く
船
を
返
し
て
再
ひ
湊
内
に

至
り
て
碇
泊
し
た
り
け
り

五
月
朔
日
終
日
雨
降
り
、
同
処
に
碇
泊
す

同
二
日
雨
昨
夜
よ
り
降
続
き
、
夜
半
比
殊
に
甚
し
く
、
今
朝
少
々
絶
間
有
り
、
五
ツ

時
比
西
風
強
く
吹
出
た
り
、
波
高
く
揺
動
強
く
な
り
し
故
、
再
ひ
平
島
の
前
へ
入
て

碇
泊
し
た
り

同
三
日
西
風
吹
、
終
日
雨
降
事
強
く
、
同
処
江
碇
泊

同
四
日
風
初
雨
降
、
昼
時
比
快
晴
ニ
成
た13
り
、
雲
行
風
と
も
少
し
北
の
方
江
廻
り
た

り
、
同
処
に
碇
泊

同
五
日
昨
日
雲
晴
た
り
、
風
吹
出
し
な
ハ
夜
半
に
て
も
出
帆
す
へ
し
と
待
居
た
り
し

が
、
終
夜
風
な
く
、
今
朝
天
気
よ
し
、
風
い
ま
た
出
さ
れ
と
も
、
買
船
の
天
満
三
四

艘
も
頼
み
て
湊
外
ま
て
引
出
し
た
り
、
此
日
九
ツ
時
よ
り
北
風
少
し
吹
出
し
、
船
も

進
ミ
た
り
、
此
処
沖
に
三（

見
島
）

島
と
い
ふ
あ
り
、
経
壱
里
斗
、
長
州
侯
の
城
下
に
し
て
民

家
も
多
く
有
り
、
豆
を
多
く
産
す
る
よ
し
、
素
佐
よ
り
も
萩
よ
り
も
千（

仙
崎
）

崎
よ
り
も
と

も
に
十
八
里
の
渡
り
な
り
、
同
萩
の
沖
に
来
り
た
り
、
此
処
素
佐
よ
り
七
里
な
り
、

扨
萩
よ
り
素
佐
の
間
に
越
前
島
と
い
ふ
有
り
、
俗
に
萩
公
ゟ
我
公
へ
む
か
し
進
め
給

ひ
し
な
と
云
伝
ふ
よ
し
、
い
か
ゝ
の
故
に
や
そ
の
故
を
し
ら
す
、
同
夜
嵐
少
し
斗
吹

出
す
、
夜
の
明
る
比
お
ゐ
に
千
崎
と
い
ふ
沖
に
来
り
た
り
、
素
佐
よ
り
萩
江
七
里
、

萩
よ
り
此
処
ま
て
七
里
な
り
と
そ

同
六
日
朝
五
ツ
時
比
未
申
の
風
吹
出
た
り
、
針
の
方
位
は
酉
よ
り
進
む
に
甚
か
た
く
、

沖
遠
く
間
切
レ
居
た
り
し
か
、
七
ツ
時
比
漸
く
半
里
斗
上
り
た
り
、
夫
よ
り
風
午
の

方
江
廻
り
た
り
し
か
ハ
、
風
を
取
梶
の
方
江
受
て
走
り
た
り
し
か
、
暮
時
比
糠

（
ぬ
か
ど
ヵ
）

床
と
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い
ふ
崎
に
来
り
た
り
、
同
夜
頻
に
角
島
さ
し
て
走
り
た
り
し
か
、
四
ツ
時
比
和
波
、

船
進
ま
す
、
其
上
波
高
く
し
て
船
動
揺
甚
し
、
唯
潮
に
ゆ
ら
れ
て
面
梶
と
も
取
梶
と

も
同
処
に
漂
ひ
居
た
り
し
か
、
須
臾
に
し
て
風
吹
出
す
、
船
進
ミ
鋭
く
、
中
の
方
江

走
り
た
り
、
角
島
を
廻
る
比
お
ひ
風
ま
す
〳
〵
募
り
、
船
は
唯
矢
を
射
る
如
く
な

り
、
波
ハ
ま14
す
〳
〵
高
く
な
り
、
船
中
い
よ
〳
〵
手
に
汗
を
握
り
つ
ば
か
り
な
り
し

か
、
去
迚
元
の
湊
へ
戻
ら
ん
も
叶
ひ
か
た
く
、
更
ハ
九
州
の
地
方
江
よ
り
、
便
宜
の

湊
江
入
津
す
へ
し
と
て
猶
船
を
進
め
た
り
、
夫
よ
り
風
は
猶
瀬
戸
の
方
江
廻
り
、
殊

に
甚
し
く
て
波
は
い
よ
〳
〵
高
く
、
船
は
三
十
度
斗
傾
き
、
時
々
櫓
上
に
波
上
り
た

り
、
扨
夜
明
る
比
は
角
島
を
遙
に
跡
に
見
、
二（

蓋
井
島
）

生
島
を
取
梶
に
当
て
、
九
州
筑
前
の

沖
に
来
り
た
り
、
千
崎
よ
り
弐
拾
五
里
斗
も
来
る
へ
し
と
覚
ゆ

同
七
日
朝
昨
夜
よ
り
風
益
吹
募
り
、
殊
に
地
方
の
方
江
次
第
に
廻
り
た
れ
ハ
、
船
は

漸
に
沖
の
方
に
流
れ
た
り
、
筑
前
の
地
方
は
遙
南
の
方
に
見
つ
、
今
更
湊
江
入
津
せ

ん
も
叶
ひ
難
く
、
詮
方
な
く
い
さ
ゝ
ら
ハ
再
ひ
船
を
廻
し
て
千
崎
へ
入
る
へ
し
と
て
、

又
角
島
の
方
へ
船
を
向
ひ
た
り
、
時
に
波
高
さ
壱
丈
三
尺
斗
、
風
は12
強
く
、
帆
漸
く

三
合
斗
巻
き
、
表
三
角
抔
皆
卸
し
、
水
溜
桶
・
火
焚
処
抔
は
皆
縄
も
て
堅
く
結
ひ
留

た
り
、
波
は
櫓
上
に
時
々
打
揚
、
雨
ハ
車
軸
の
如
く
降
り
そ
ゝ
き
て
、
水
夫
と
も
眼

も
開
き
得
す
、
殊
に
四
方
雲
満
て
地
方
も
見
へ
す
、
唯
羅
鍼
耳
を
守
り
て
進
ミ
た
り
、

夫
よ
り
九
ツ
時
比
漸
く
角
島
を
跡
に
見
つ
、
糠
床
近
く
来
り
た
り
、
此
処
よ
り
山
陰

に
な
り
て
、
波
は12
低
く
な
り
た
り
、
故
に
船
は
一15
入
よ
く
進
ミ
た
り
、
唯
空
を
飛
か

如
く
地
方
に
添
ひ
下
り
た
り
、
時
に
雲
は
い
よ
〳
〵
深
く
立
満
て
、
目
当
の
山
も
見

へ
難
く
、
去
れ
と
何
に
も
し
て
千
崎
へ
入
津
す
へ
し
と
進
ミ
た
り
し
か
、
今
朝
よ
り

の
行
程
を
考
れ
は
、
彼
の
千
崎
も
跡
に
成
し
や
な
と
い
ふ
水
夫
も
有
り
け
り
、
更
れ

ハ
越
ヶ
浜
へ
入
へ
し
と
議
し
た
り
し
か
、
須
臾
に
し
て
雲
少
し
晴
れ
た
り
、
よ
く
見

れ
ハ
千
崎
よ
り
少
し
上
の
方
に
て
、
湊
の
口
を
も
い
と
い
ち
し
る
く
見
へ
た
り
、
船

中
力
を
得
て
働
き
た
り
し
か
、
九
ツ
半
時
こ
ろ
辛
ふ
し
て
千
崎
の
湊
に
入
て
碇
泊
し

た
り
、
こ
ハ
萩
よ
り
七
里
斗
上
の
方
に
し
て
相
応
の
湊
な
り
、
同
萩
公
の
領
下
に
し

て
民
家
三
百
斗
有
り
、
此
辺
漁
父
よ
く
鯨
漁
に
馴
れ
て
、
年
々
拾
尾
斗
も
得
る
よ
し
、

同
七
ツ
時
比
よ
り
お
ひ
〳
〵
雲
晴
れ
て
、
暮
時
比
に
ハ
夕
月
も
定
か
に
見
る
斗
な
り

同
八
日
空
晴
れ
、
風
少
し
出
た
り
、
此
処
は
北
風
の
節16
出
る
に
便
な
ら
す
、
越
ヶ

浜
江
下
り
て
風
待
す
へ
し
と
て
纜
を
解
た
り
、
扨
此
処
は
越
ヶ
浜
江
ハ
行
程
七
里

斗
、
瀬
戸
内
に
し
て
左
右
至
て
近
く
、
山
間
に
漁
家
少
々
ツ
ヽ
見
へ
た
り
、
此
日
何

成
日
に
や
、
漁
船
皆
緋
色
の
簱
な
と
を
立
て
遠
見
い
と
見
事
な
り
、
扨
通

（
通
浦
）の

口
は
至

て
狭
く
、
湊
内
は
よ
し
、
夫
よ
り
此
処
を
出
て
越
ヶ
浜
へ
向
ひ
た
り
、
此
間
海
上
に

島
い
く
つ
と
数
し
ら
す
、
其
内
萩
の
大
島
と
い
ふ
島
あ
り
、
萩
よ
り
海
上
二
里
斗
有

り
、
民
家
も
お
ふ
く
見
る
、
田
畠
と
ふ
も
開
け
、
又
船
の
間
掛
り
も
有17
る
よ
し
、
其

外
科
人
島
と
い
ふ
有
り
、
此
処
萩
よ
り
罪
人
を
流
し
置
よ
し
、
通
ひ
よ
り
外

（
越
ヵ
）ヶ

浜18
江

行
に
ハ
萩
城
を
面
梶
に
見
、
取
梶
に
彼
大
島
・
科
人
島
抔
有
り
、
扨
磯
の
方
、
城
よ

り
少
し
上
の
方
に
砲
台
も
有
り
、
砲
門
弐
ツ
見
へ
た
り
、
萩
城
ハ
山
城
に
し
て
周
囲

三
拾
丁
斗
り
、
本
丸
ハ
絶
頂
に
し
て
山
下
寅
の
方
追
手
な
り
、
又
市
中
民
家
数
限
り

な
く
見
ゆ
、
扨
磯
辺
に
ハ
見
物
の
貴
賤
数
し
ら
す
見
へ
た
り
、
又
士
分
と
覚
し
き
も

の
三
四
人
ハ
ッ
テ
ー
ラ
に
乗
り
た
り
、
扨
右
ハ
ツ
テ
ー
ラ
、
外
面
漆
塗
に
て
内
は
白

フ
ル
ニ
ス
に
て
塗
た
り
、
中
帯
は
朱
塗
に
し
て
見
事
な
り
、
水
夫
共
四
五
人
打
か
ひ

と
ふ
の
調
練
よ
く
揃
ひ
た
り
、
夫
よ
り
越
ヶ
浜
に
行
た
り
し
に
、
右
入
口
に
鷲
ヶ
鼻

と
い
ふ
岩
有
り
、
又
申
の
方
に
夷
と
云
ふ
間
掛
有
り
、
此
処
よ
り
外（

外

浜

）

ヶ
浜
江
ハ
拾
五

里
斗
な
り
、
此
処
造
艦
場
に
し
て
役
所
其
外
小
屋
な
と
許
多
有
り
、
此
節
ハ
ル
ツ
ク

と
か
い
ふ
軍

（
庚
申
丸
）

艦
に
取
懸
り
居
た
り
、
其
高19
低
拾
度
な
り
、
そ
の
船
工
何
某
に
尋
し
に
、
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大
艦
に
て
ハ
平
度
適
度
の
よ
し
、
さ
れ
と
艦
小
な
る
に
応
し
て
其
度
を
減
す
る
よ
し

語
り
し
、
同
夕
八
ツ
時
こ
ろ
入
津
し
た
り
、
同
日
家
士
の
内
、
山
田
亦
介
・
藤
田
作

左
衛
門
・
松
島
剛
蔵
・
楊
井
謙
蔵
抔20
其
外
士
夥
敷
来
り
面
会
し
た
り
、
扨
湊
之
内
民

家
弐
百
軒
斗
、
遊
女
も
有17
る
よ
し
、
さ
れ
と
三
味
線
な
と
ハ
厳
敷
国
禁
の
よ
し
、
又

拾
年
以
前
よ
り
殊
の
外
節
倹
の
政
事
の
よ
し
に
て
市
中
の
男
女
は
い
ふ
ニ
及
す
、
士

分
た
り
と
い
へ
と
も
木
綿
常
用
の
よ
し
土
人
物
語
な
り
、
此
越
ヶ
浜
と
い
ふ
ハ
萩
よ

り
壱
里
斗
丑
寅
に
当
り
、
上
下
の
湊
有
り
て
民
家
を
挟
た
り
、
此
辺
都
而
水
払
底
の

よ
し
に
て
、
諸
船
は
い
ふ
に
及
は
す
、
家
々
も
皆
水
を
遥
か
の
吉
川
よ
り
汲
来
る
な

り
、
依11
て
ま21
た
嫁（

嫁

泣

）

な
き
の
湊
と
も
字
せ
し
よ
し
、
又
湊
の
酉
の
方
に
山
あ
り
、
官
よ

り
猿
を
夥
敷
飼
置
よ
し
、
扨
長
州
侯
の
領
分
ハ
長
周
共
不
残
海
岸
に
し
て
防
禦
の
地

百
里
有
り
と
そ
、
依
之
軍
艦
な
ら
て
ハ
防
禦
の
力
不
及
と
そ
、
此
節
専
ら
軍
艦
制
造

等
に
力
を
用
る
抔
一
有
志
人
物
語
り
な
り

　
　

長
州
産
物

　
　
　

苧
・
蝋
・
石
炭
・
鯨
魚
・
半
切
紙
・
紅
花
・
銕
・
ポ22
ツ
ト
ロ
ー
ド
・
干
烏
賊

同
九
日
天
気
好
し
、
風
な
し
、
同
処
に
碇
泊
し
居
た
り

同
十
日
同
断

同
十
一
日
萩
の
士
松
岡

（
島
）剛

蔵
方
江
被
招
、
辞
す
る
に
言
な
く
、
招
に
任
せ
る
と
そ
、

加
藤
藤
左
衛
門
・
内
田
閑
平
両
人
同
道
に
て
行
た
り
し
か
、
赤（

佐
久
間
佐
兵
衛
）

川
直
次
郎
・
久
坂
玄

瑞
・
小（

楫

取

素

彦

）

田
村
伊
之
助
・
秋
良
敦（

貞

温

）

之
助
・
藤
井
正
之
助
会
合
す

同
十
二
日
朝
の
内
少
し
北
風
吹
出
し
た
り
、
依
之
四
ツ
半
時
俄
ニ
出
帆
し
た
り
し
に
、

九
ツ
時
萩
城
の
沖
に
て
又
風
吹
変
り
た
り
、
依11
て
や
む
事
を
得
す
舟
を
返
し
て
鷲
ヶ

鼻
の
内
に
入
て
碇
泊
し
た
り
し
か
、
同
夕
八
ツ
時
又
北
風
吹
出
し
た
り
し
か
ハ
又
纜

を
解
て
出
帆
し
た
り
、
去
れ
と
兎
角
風
弱
く
し
て
船
は
微
々
と
し
て
進
ミ
た
り
、
暮

時
比
彼
通
の
口
に
来
り
、
同
夜
あ
ら
し
少
く
し
て
い
よ
〳
〵
船
は
進
ま
さ
り
し
、
今

宵
水
夫
共
試
ミ
に
釣
を
垂
し
に
大
鯖
三
四
十
尾
・
烏
賊
六
十
疋
を
得
た
り
、
扨
夜
半

比
よ
り
少
し
嵐
出
つ
、
明
る
比
千
崎
沖
に
来
り
し

同
十
三
日
朝
未
の
風
吹
出
し
た
り
、
上
る
に
逆
ひ
な
り
、
依
之
沖
遠
く
開
き
、
昼
時

比
酉
戌
の
方
江
八
里
斗
進
ミ
た
り
し
か
、
九
ツ
半
時
比
風
次
第
に
戌
亥
の
方
江
廻
り

た
り
し
か
ハ
、
引
返
し
て
未
申
の
方
江
船
を
返
し
た
り
、
八
ツ
半
時
よ
り
ハ
汐
も
上

り
な
り
、
故
に
船
よ
く
進
ミ
、
暮
時
比
ニ
ハ
角
島
を
過
た
り
、
此
処
ハ
北
海
無
双
の

難
処
に
て
平
島
遠
く
沖
江
出
つ
、
殊
に
磯
際
ニ
ハ
処
々
大
岩
有
り
て
折
々
船
を
砕
く

と
そ
、
上
米
角
島
三
里
乗
へ
か
ら
す
抔
証
文
に
書
よ
し
、
尋
常
の
節
ハ
島
の
上
、
人

か
馬
か
を
見
分
る
斗
の
処
を
程
と
し
て
通
る
よ
し
、
初
而
渡
海
の
水
夫
ハ
角
島
前

（
舞
・
参
）と

て
色
々
有
合
の
物
ニ
而
鑓
・
挟
物
抔
之
形
を
拵
へ
、
同
船
の
者
を
己
か
家
来
と
し
て
、

扨
幾
へ
ん
と
な
く
船
を
ね
り
歩
き
、

に
至
る
度
毎
ニ
角
島
の
方
を
遥
拝
し
て
廻
る

よ
し
、
又
そ
の
祝
ひ
と
て
同
船
の
者
江
酒
抔
振
舞
候
よ
し
、
余
三
人
も
初
而
之
渡
海

な
れ
ハ
と
て
船
中
し
き
り
に
進
め
た
り
し
か
と
、
余
り
拙
き
事
に23
て
笑
ふ
の
ミ
に
て

過
た
り
け
り
、
扨
夫
よ
り
風
ま
た
亥
の
方
江
廻
り
、
汐
ハ
上
る
事
甚
急
に
し
て
船
進

ミ
よ
し
、
須
臾
に
し
て
角
島
を
弐
里
斗
跡
に
見
た
り
、
夜
半
比
風
ま
た
弱
り
た
り
、

汐
は
下
り
ニ
な
り
ぬ
、
唯
流
れ
を
幸
に
し
て
進
ミ
居
た
り
、
夫
よ
り
七
ツ
時
よ
り
風

未
申
に
変
り
た
り
、
進
に
甚
難
く
、
い
ろ
〳
〵
に
間
切
居
た
り
し
か
、
明
方
比
同
国

観
音
崎
と
い
ふ
処
江
来
り
た
り
、
此
処
取
梶
に
観
音
崎
、
面
梶
に
二24
生
島
と
い
ふ
有

り
、
相
対
し
て
其
間
弐
里
斗
な
り
、
千
崎
よ
り
糠
床
ま
て
七
里
、
糠
床
よ
り
角
島
ま

て
七
里
、
角
島
よ
り
二25
生
ま
て
同
七
里
、
合
て
弐
拾
壱
里
な
り

同
十
四
日
朝
風
卯
辰
に
し
て
潮
上
り
ニ
成
り
た13
り
、
船
走
り
よ
く
、
須
臾
に
し
て

二
三
里
進
ミ
た
り
、
此
日
風
は
横
受
な
り
、
我
船
に
は
究
竟
の
風
な
れ
ハ
、
諸
の
船
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皆
乗
越
つ
、
四
ツ
時
低（

彦
島
）

島
に
来
り
た
り
、
扨
此
処
い
ろ
〳
〵
歴26
観
し
た
き
処
あ
れ
と

も
、
昨
夜
よ
り
雨
降
事
甚
し
、
依
て
こ
ゝ
ろ
な
ら
す
将
面
に
潜
居
た
り
、
扨
昼
時
前

小
福
良
と
い
ふ
処
に
来
り
、
此
時
潮
ハ
上
ら
す
、
船
は
針
斗
変
り
て
風
に
逆
ひ
た
り
、

依
之
止
事
な
く
此
処
ニ
碇
を
卸
し
た
り
、
此
処
東
に
小
福
良
と
い
ふ
湊
有
り
、
又
南

の
方
ニ
豊
前
小
倉
の
城
下
有
り
、
丑
寅
の
方
は
も
つ
れ
、
二25
生
・
低
島
な
と
の
諸
島

数
々
見
へ
た
り
、
此
辺
都
而
瀬
戸
内
に
も
尤
狭
く
し
て
、
本
山
よ
り
こ
な
た
ハ
潮
上

下
殊
ニ
甚
敷
、
中
々
我
福
城
の
九
頭
龍
川
の
類
な
ら
す
、
角
島
ゟ
此
辺
ま
て
十
三
里
、

又
下
の
関
江
ハ
弐
里
斗
な
り
と
そ
、
此
日
雨
降
る
事
終
日
絶
間
な
く
、
夜
中
も
又
し

か
り

同
十
五
日
朝
の
内
雨
降
り
、
風
な
し
、
四
ツ
時
潮
上
り
ニ
な
り
、
風
も
少
し
出
つ
、

依
て
出
帆
し
た
り
、
時
に
汐
行
段
々
甚
急
に
し
て
、
其
上
天
満
お
ろ
し
て
引
た
れ
ハ

進
事
は
や
く
、
須
臾
に
し
て
彼
の
与（

与
次
兵
衛
ヶ
瀬
）

兵
衛
か
瀬
と
い
ふ
処
に
来
り
た13
り
、
此
処
取
梶

の
方
に
鳴
瀬
と
い
ふ
大
岩
あ
り
、
干
潮
に
顕
れ
、
満
潮
に
没
す
、
夫
よ
り
少
し
上
の

方
に
か
の
与
兵
衛
有
り
、
こ
ハ
海
の
中
通
り
に
し
て
、
上
は
満
干
と
も
に
顕
れ
、
至

而
少
し
と
い27
へ
と
も
、
下
ハ
数
十
間
に
渡
り
て
広
ふ
し
と
い
へ
り
、
上
に
さ
ゝ
や
か

な
る
立
石
有
り
て
遠
よ
り
も
見
や
す
か
ら
し
む
、
両
岸
は
一
段
狭
く
、
汐
は
か
の
瀬

に
当28
て
流
る
ゝ
事
一
様
な
ら
す
、
実
に
無
双
の
難
処
な
り
、
昔
或
諸
侯
の
船
、
こ
の

処
江
行
か
ゝ
り
、
そ
の
表
役 

表
役
は
船
の

に
立
て

運
動
を
司
る
役
な
り

 

与
兵
衛
と
い
へ
る
も
の
、
誤
て
彼

の
瀬
に
乗
て
船
を
打
砕
き
た
り
し
か
、
直
に
入
り
て
失
ひ
し
と
な
ん
、
依
て
か
く
名

つ
け
し
よ
し
、
扨
こ
の
処
江
懸
り
し
比
、
売
船
壱
艘
先
達
而
進
ミ
た
り
し
か
、
我
船
、

彼
の
与
兵
衛
よ
り
北
の
方
よ
り
入
る
へ
き
を
、
汐
に
伴
れ
、
瀬
よ
り
南
の
方
江
流
れ
、

不
斗
彼
船
と
進
ミ
よ
り
た
り
し
か
、
彼
便
な
く
や
有
り
け
ん
、
引
返
し
て
船
を
下
の

方
江
向
た
り
し
か
、
い
よ
〳
〵
我
船
と
行
向
ひ
、
互
に
ひ
ら
け
〳
〵
と
声
懸
り
て
進

ミ
た
り
し
か
、
汐
は
は
や
し
、
双
方
梶
も
心
の
ま
ゝ
な29
ら
す
、
あ
わ
や
一
大
事
に
も

及
ふ
へ
く
覚
し
か
、
漸
く
壱
尺
斗
ひ
ら
き
て
、
互
に
さ
ゝ
わ
る
事
な
く
辛
ふ
し
て
行

過
ぬ
、
余
等
ハ
聞
し
に
ま
さ
る
難
処
な
れ
ハ
、
櫓
上
ニ
手
に
汗
を
握
り
居
し
か
、
風

程
よ
く
下
り
て
難30
な
く
九31
ツ
半
時
比
下
の
関
江
入
津
し
た
り
、
扨
此
処
は
西
海
・
北

海
に
名
高
き
大
湊
に
し
て
、
常
に
出
入
の
船
、
黄
葉
の
風
に
行
か
如
し
、
碇
泊
又

五
六
間
斗
の
絶
間
も
な
く
、
遊
女
其
外
酒
・
肴
・
蕎
麦
・
菓
子
の
類
ま
て
も
売
歩
き
、

そ
の
声
夜
中
ま
て
も
絶32
間
な
く
、
其
繁
昌
な
る
事
中
々
筆
紙
に
述
難
し
、
下
の
関
む

か
し
ハ
赤
間
関
と
も
云
し
よ
し
、
少
し
下
の
方
に
岸（

巌
流
島
）

柳
島
と
い
ふ
有
り
、
彼
佐
々

木
・
宮
本
の
支
合
せ
し
処
と
い
ふ
、
扨
夫
よ
り
少
し
磯
の
方
に
小
瀬
戸
と
い
ふ
有
り
、

口
至
て
狭
し
、
さ
れ
と
北
国
下
り
の
小
船
は
時
々
風
模
様
に
よ
り
下
る
よ
し
、
又
市

中
ゟ
上
の
方
に
檀
の
浦
と
い
ふ
有
り
、
昔
、
安
徳
帝
御
入
水
の
跡
と
そ
、
此
処
に
阿

弥
陀
寺
と
い
ふ
寺
有
り
、
安
徳
帝
及
諸
平
氏
の
御
願
有
り
と
そ
、
又
豊
前
小
倉
は
関

よ
り
少
し
下
の
方
に
し
て
市
井
海
辺
に
臨
め
り
、
扨33
夫
よ
り
上
の
方
に
内（

大
里
）

裡
と
い
ふ

有
り
、
又
茂（

マ
マ
）
浪
と
い
ふ
村
有
り
、
此
処
よ
り
夥
し
く
塩
を
出
す
よ
し
、
塩
竈
の
煙
常

に
絶
間
な
し
、
又
壱
里
斗
上
の
方
に
芽（

和
布
刈
崎
）

刈
ヶ
崎
と
い
ふ
有
り
、
長
州
檀
の
浦
と
相
対

し
て
、
其
間
至
て
狭
し
、
俗
に
伝
ふ
、
正
月
元
旦
潮
干
甚
し
敷
三
丁
斗
の
潮
干
と
成

り
、
此
処
に
て
土
人
例
と
し
て
三
把
ツ
ヽ
芽
を
刈
て
神
に
奉
る
よ
し
、
依
て
芽
刈
ヶ

崎
と
い
ふ
、
其
社
を
芽
刈
権
現
と
い
ふ
と
そ
、
此
日
夕
方
雨
少
し
や
ミ
け
り

同
十
七
日
同
断

同
十
八
日
同
断

同
十
九
日
同
断

同
廿
日
朝
晴
レ
、
風
も
吹
出34
た
り
、
依
而
五
ツ
時
前
出
帆
し
た
り
、
扨
関
よ
り
壱
里

斗
に
し
て
彼
の
芽
刈
崎
と
い
ふ
、
此
処
両
岸
相
対
し
て
至
て
狭
し
、
潮
行
早
し
、
夫
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よ
り
又
少
し
上
の
方
に
金
伏
と
い
ふ
瀬
有
り
、
常
に
水
投
し
て
見
へ
難
く
、
通
行

に
馴
れ
た
り
し
船
に
て
も
引
船
雇
ひ
て
出
入
す
る
よ
し
、
又
夫
よ
り
弐
里
斗
に
し

て
、
干
珠
・
満
珠
抔
い
ふ
島
有
り
、
と
も
に
取
梶
に
見
る
な
り
、
此
日
風
よ
く
吹
出

し
、
横
に
受
て
馳
セ
た
り
し
か
、
諸
船
皆
乗
越
た
り
、
四
ツ
時
比
七
里
斗
本
山
い
ふ

処
に
来
り
、
八
ツ
時
岬
に
来
る
、
時
に
風
和
波
、
船
進35
ま
す
、
一
時
斗
漂
ひ
居
た
り

し
が
、
七
ツ
時
比
又
少
し
風
吹
出
た
り
、
暮
時
豊
後
姫
島
と
い
ふ
処
に
来
る
、
同
夜

雨
頻
に
降
出
、
宵
の
内
は
和
波
た
り
し
か
、
夜
半
過
比
申
酉
の
風
出
つ
、
船
は
真
友

な
り
、
彼
伊（

祝

島

）

王
島
・
上
関
抔
を
越
へ
、
明
方
比
伊
予
国
青
島
と
い
ふ
処
に
来
り
た
り
、

下
の
関
ゟ
周
防
上
の
関
ま
て
三
十
五
里
、
此
間
を
周
防
洋
と
い
ふ
、
扨
周
防
の
内
三

田
尻
と
い
ふ
有
り
、
塩
を
焼
て
夥
敷
他
国
江
出
す
、
こ
ハ
萩
侯
の
領
下
に
し
て
関
よ

り
拾
壱
里
な
り
、
扨
明
方
の
潮
も
下
り
ニ
な
り
た
れ
ハ
、
こ
ゝ
に
碇
泊
し
て
上
り
潮

を
待
居
た
り
、
関
よ
り
此
処
ま
て
道
程
五
十
六
里
な
り

同
廿
一
日
朝
降
事
強
く
篠
を
乱
す
か
如
く
、
さ
れ
と
潮
盛
に
上
り
た
り
し
か
ハ
出
帆

し
た
り
、
四
ツ
時
馬
島
に
来
る
、
青
島
よ
り
此
処
ま
て
拾
里
、
俗
に
い
ふ
、
此
島
犀

居
る
よ
し
、
其
種
を
取
と
て
領
主
よ
り
雌
馬
数
疋
放
ち
お
く
よ
し
、
風
ハ
朝
よ
り
追

手
風
な
り
し
か
ハ
船
は
よ
く
馳
セ
た36
り
か
、
昼
時
又
和
波
た
り
、
同
夕
八
ツ
時
ま
て

ハ
徐
々
に
進
ミ
た
り
し
か
、
又
亥
子
ノ
風
吹
出37
た
り
、
斎（

斎

島

）

宮
と
い
ふ
島
よ
り
安
芸
の

御（
大
崎
下
島
）

手
洗
と
い
ふ
湊
ま
て
ハ
飛
か
如
く
に38
馳
セ
た
り
、
此
辺
左
右
と
も
山
近
く
、
殊
ニ

岩
石
・
松
樹
抔
我
旅
情
を
慰
る
に
似
て
い
と
面
白
し
、
扨
右
御
手
洗
ハ
広
島
侯
領
分

に
し
て
、
至
て
繁
昌
の
処
に
て
諸
方
交
易
盛
の
よ
し
、
民
家
も
奇
麗
に
し
て
遠
見
い

と
見
事
也
、
此
島
地
方
よ
り
五
里
斗
隔
り
、
周
囲
三
里
斗
り
、
年
々
麦
千
石
斗
を
産

と
い
ふ
、
扨
夫
ゟ
須
臾
の
間
船
よ
く
馳
セ
た
り
し
か
、
七
ツ
時
過
比
又
和
波
た
り
、

凡
て
瀬
戸
の
内
風
吹
事
一
様
な
ら
す
、
一
時
二
時
に
し
て
替
る
事
常
な
り
、
磯
に
真

友
に
て
馳
る
船
あ
れ
ハ
、
沖
に
逆
風
の
向
ひ
間
切
も
有
り
、
上
波
高
く
風
走
の
如
き

も
有
り
、
時
を
移
さ
す
和
波
る
も
有
り
、
さ
て
夫
ゟ
忠（

忠
　
海
）

の
海
に
来
り
し
比
ハ
夕
陽
既

に
波
に
没
し
、
殊
に
汐
も
下
り
ニ
な
り
た
り
、
依
而
此
処
に
碇
を
お
ろ
し
た
り
、
同

夜
九
ツ
時
汐
ま
た
上
り
た
り
し
か
ハ
出
帆
し
た
り
、
此
夜
嵐
な
く
唯
少
し
ツ
ヽ
進
ミ

た
り
し
か
、
夜
の
明
る
比
備
後
国
39当（
当
木
島
）

木
と
い
ふ
処
江
来
り
た
り
、
青
島
ゟ
此
処
ま
て

弐
拾
弐
里
、
関
よ
り
七
十
八
里
な
り
、
時
に
汐
ま
た
下
り
に
な
り
、
碇
を
卸
し
た
り

同
廿
二
日
朝
の
内
汐
下
り
、
殊
ニ
風
な
く
拠
な
く
碇
泊
し
居
た
り
、
此
処
四
国
の
方

に
百
貫
と
い
ふ
島
有
り
、
磯
辺
ハ
底
浅
く
処
々
岩
有
る
よ
し
、
一
両
日
以
前
九
州
辺

の
船
壱
艘
夜
中
乗
掛
り
船
覆
り
た
る
よ
し
に
て
砕
た
り
、
磯
辺
に
ハ
貨
物
等
多
く
積

置
た
り
、
見
る
ニ
い
と
哀40
れ
な
り
し
よ
ふ
な
り
、
扨
四
ツ
時
汐
上
り
ニ
成
た
れ
ハ
出

帆
し
つ
上
り
た
り
、
此
辺
取
梶
の
方
に
鞆

（
鞆
の
浦
）、

又
尾（

尾

道

）

の
道
な
と
云
ふ
湊
も
見
ゆ
、
又

あ（
阿
伏
兎
）

ぶ
と
の
観
音
と
い
ふ
有
り
、
何
れ
も
備
後
の
地
に
て
名
高
き
処
な
り
、
昼
時
風
出

つ
、
帆
よ
く
馳
せ
た
り
、
扨
此
辺
汐
行
一
様
な
ら
す
、
先
満
汐
の
時
ハ
嵯（

佐

賀

関

）

峨
の
関
よ

り
入
汐
三
ツ
に
分
れ
、
壱
ツ
ハ
周
防
の
地
方
に
向
ひ
て
満
行
し
、
又
壱
ツ
ハ
下
り
て

下
の
関
江
向
ひ
、
備
後
白
石
と
い
ふ
島
の41
辺
に
て
大
坂
ゟ
入
来
る
汐
と
相
合
し
、
又

分
れ
て
上
下
す
る
也
、
故
に
大
坂
よ
り
右
白
石
ま
て
の
汐
は
下
の
関
辺
と
同
時
に
上

下
す
、
白
石
よ
り
嵯
峨
ま
て
の
汐
は
相
反
し
て
上
下
す
る
也
、
此
日
下
よ
り
満
汐
ニ

乗
て
上
り
し
か
、
此
辺
に
て
又
上
方
の
引
汐
に
移
り
た
れ
ハ
、
朝
よ
り
能
く
上
り
た

り
し
か
、
夕
八
ツ
時
過
又
風
出
た
り
、
時
に
取
梶
の
方
に
小
島
有
り
、
青

（
粟
島
ヵ
）

島
と
い

ふ
、
民
家
多
く
、
麦
千
石
斗
年
々
産
す
る
よ
し
、
夫
よ
り
船
は
一
時
ニ
早
く
進
ミ
暮

時
ハ（

マ

マ

）

ン
コ
島
に
来
り
、
同
夜
四
ツ
時
こ
ろ
讃
州
多（

多
度
津
）

唐
津
江
入
津
し
た
り
、
ハ
ン
コ
島

ハ
伊
予
・
讃
岐
の
国
境
に
し
て
、
夫
ゟ
多
唐
津
ハ
弐
里
斗
な
り
、
扨
此
湊
ハ
京
極

壱（

高

琢

）

岐
守
殿
の
城
下
に
し
て
領
地
壱
万
石
、
市
中
も
相
応
の
処
な
り
、
湊
の
内
波
戸
数
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百
間
築
出
し
、
内
周
囲
至
而
広
し
、
波
戸
三
ツ
有
り
、
其
切
れ
た
る
処
則
諸
船
出
入

之
節
の
口
な
り
、
塘
長
サ
八
十
間
斗
り
、
上
の
幅
四
間
斗
、
水
上
の
高
さ
壱
丈
五
尺

斗
、
下
の
幅
こ
れ
に
准
す
、
扨
塘
の
上
に
高
灯
台
二
ツ
を
設
け
夜
中
出
入
之
便
と
す
、

此
処
よ
り
象
頭
山
江
道
程
三
里
有
り
、
参
詣
の
船
夥
し
、
市
中
真
田
帯
・
砂
糖
を
産

す
、
当
木
よ
り
箱（

箱

埼

）

の
岬
十
五
里
、
此
処
よ
り
多（

多
度
津
）

渡
津
江
二
里
な
り

同
廿
三
日
天
気
よ42
し
、
朝
の
内
風
悪
し
く
、
汐
下
り
ニ
付
碇
泊
す
、
此
内
野
村
氏
及

ひ
水
夫
と
も
五
六
人
象
頭
山
江
参
詣
し
、
船
中
安
全
の
神
札
抔
受
得
て
返43
れ
り
、
扨

此
神
札
受
様
ニ
習
有
事
に
て
、
そ
の
持
出
し
候
も
の
を
神
札
ニ
而
、
頭
ニ
も
せ
よ
、

手
足
ニ
も
せ
よ
、
う
ち
た
ゝ
け
ハ
、
い
よ
〳
〵
神
の
守
護
強
し
と
て
受
取
者
ハ
初
よ

り
そ
の
手
配
り
を
く
、
又
渡
す
坊
主
ハ
た
ゝ
か
れ
ま
し
と
て
此
方
江
渡
す
や
い
な
や
、

そ
の
下
の
方
を
打
返
し
逸
早
く
逃
行
よ
し
、
参
詣
せ
し
水
夫
物
語
し
た
り
、
扨
夕
七

ツ
時
汐
上
り
た
れ
ハ
出
帆
し
た
り
、
さ
れ
と
風
あ
ら
く
進
ミ
得
す
、
あ
ち
こ
ち
間
切

居
た
り
、
同
夜
風
い
よ
〳
〵
募
り
た
れ
ハ
、
多
渡
津
ゟ
壱
里
斗
三（

沙
弥
島
）

味
島
と
い
ふ
処
に

碇
泊
す
、
こ
ハ
讃
岐
の
内
丸
亀
の
沖
な
り
、
此
は
京
極
佐（

朗

徹

）

渡
守
殿
城
下
に
し
て
民
家

も
多
く
、
城
は
山
城
に
し
て
見
事
也
、
扨
此
夜
風
吹
募
り
、
八
ツ
時
碇
加
賀
緒
の
結

ひ
解
ケ
、
風
に
随
而
流
れ
た
り
、
水
夫
共
、
す
は
大
事
よ
と
周
章
騒
け
と
、
く
ら
さ

ハ
暗
ら
し
、
殊
ニ
船
は
駿
馬
の
如
く
流
れ
た
れ
ハ
、
縄
の
根
を
取
る
に
も
手
段
な
く
、

た
ゝ
あ
れ
よ
〳
〵
と
云
ふ
斗
ニ
而
、
船
は
終
に
碇
縄
を
は
な
れ
、
遥
に
沖
江
流
れ
た

り
、
依
之
取
敢
す
又
壱
頭
を
お
ろ
し
た
り

同
廿
四
日
朝
昨
夜
放
ち
し
碇
取
ら
は
や
と
ハ
ツ
テ
ー
ラ
船
な
と
卸
シ
、
日
暮
迄
い
ろ

〳
〵
尋
求
れ
と
も
、
昨
夜
碇
泊
せ
し
跡
も
定
か
な
ら
す
、
殊
ニ
汐
は
早
く
、
風
は
疾

し
、
探
る
に
便
な
く
し
て
遂
に
得
す
、
依11
て
け
ふ
も
同
処
に
碇
泊
し
た
り

同
廿
五
日
三
味
島
江
人
遣
し
、
漁
夫
と
も
六
人
小
船
弐
艘
雇
ひ
て
探
ら
せ
し
か
、
よ

く
そ
の
業
に
馴
れ
た
る
様
に
て
、
須
臾
に
し
て
探
り
当
た
り
、
上
下
皆
々
勇
ミ
合

ツ
ヽ
彼
漁
夫
等
ニ
物
取
ら
セ
て
返
し
候
、
去
れ
と
も
け
ふ
も
風
悪
し
く
、
雨
は
車
軸

を
流
す
か
如
く
降
出
し
た
り

同
廿
六
日
朝
の
内
風
な
く
汐
は
下
り
也
、
故
に
見
合
居
た
り
し
か
、
夕
七
ツ
時
比
潮

上
り
ニ
相
成
、
風
も
出
し
か
ハ
、
す
は
や
と
て
出
帆
を
そ
な
し
け
る
、
扨
日
の
暮

る
ゝ
比
ま
て
ハ
少
し
風
も
有
し
か
、
夫
よ
り
ハ
和
波
、
唯
汐
に
伴
れ
て
少
し
ツ
ヽ
進

ミ
た
り
し
に
、
明
方
比
ニ
ハ
三
里
斗
上
り
て
同
国
高
松
の
城
沖
少
し
こ
な
た
ま
て
来

り
た
り
、
此
処
下
の
方
壱
里
斗
ニ
土

（
小
槌
島
）

島
と
云
ふ
有
り
、
至
て
小
島
な
れ
と
も
其
形
■

然
と
し
て
よ
き
見
当
山
な
り
、
或
ハ
又
乳
島
と
い
ふ
よ
し
、
こ
ハ
形
の
如
く
似
た
れ

ハ
水
夫
と
も
の
か
り
に
呼
事
な
り
と
て
、
時
に
風
な
く
汐
下
り
た
れ
ハ
、
こ
ゝ
に
碇

泊
し
た
り

同
二
十
七
日
朝
四
ツ
時
比
汐
上
り
た
れ
ハ
纜
を
解
た
り
、
夫
よ
り
少
し
上
の
方
ニ

雄（
男
木
島
）

木
島
と
い
ふ
有
り
、
周
囲
弐
里
斗
、
民
家
も
多
く
、
畠
抔
多
く
開
た
り
、
高
松
の

城
ハ
平
城
に
し
て
海
浜
ニ
臨44
め
り
、
扨
又
此
地
方
ニ
八（

屋
島
）

島
、
檀（

壇
ノ
浦
）

の
浦
抔
ハ
源
平
古
戦

場
に
し
て
、
八
島
ハ
下
急
ニ
し
て
上
平
な
り
、
俗
に
頂
を
千
畳
敷
と
い
ふ
、
矢

（
八
栗
ヵ
）

振
ハ

峨
々
た
る
高
山
に
し
て
何
れ
も
遠
見
ゟ
い
ち
じ
る
し
、
三（

三
穂
屋
十
郎
）

尾
ノ
矢
・
景

（
平
景
清
）

清
相
別
、
又

ハ
源
氏
七
騎
に
う
ち
な
さ
れ
陣
取
た
る
抔
皆
追

（
マ
マ
）の

よ
し
、
次

（
佐
藤
継
信
）

信
打
死
の
処
ハ
い
づ

方
と
や
尋
し
か
と
水
夫
共
ハ
知
し
者
な
し
、
又
夫
ゟ
少
し
上
方
沖
に
太

（
太
鼓
鼻
ヵ
）

鼓
崎
と
い
ふ

有
り
、
右
源
平
戦
争
之
時
、
本
陣
を
据45
て
太
皷
を
打
し
処
な
り
と
そ
、
夫
よ
り
風
和

波
な
り
、
同
夜
明
方
比
迄
漸
く
五
里
斗
り
地（

小
豆
島
）

蔵
崎
と
い
ふ
沖
江
来
り
て
碇
泊
し
た
り

同
二
十
八
日
朝
の
内
碇
泊
し
居
た
り
し
か
、
九
ツ
時
ゟ
汐
上
り
、
風
卯
寅
吹
出
し
た

り
、
依
而
此
処
出
帆
し
た
り
、
時
に
汐
ハ
上
り
盛
ん
な
れ
と
風
逆
ひ
て
船
進
ま
す
、

左
右
這
へ
間
切
居
た
り
、
八
時
比
風
益
吹
募5
り
、
波
も
高
く
進
に
甚
難
し
、
去
れ
と
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今
更
戻
ん
も
口
惜
し
と
て
、
猶
間
切
居
た
り
し
か
、
七
ツ
時
過
五
里
斗
進
ん
て
鳴
戸

の
口
に
来
り
た
り
、
け
ふ
ハ
風
鳴
渡
物
に
て
鳴
渡
口
よ
り
吹
来
り
、
又
吹
方
は
上
下

へ
渡
候
よ
し
、
其
故
に
や
、
風
次
第
ニ
廻
り
て
船
よ
く
進
ミ
た
り
、
此
処
南
に
鳴
戸

口
、
尚
夫
よ
り
西
ノ
方
ハ
阿
波
国
、
東
の
方
ハ
遥
向
ふ
ニ
淡
路
島
有
り
、
南
北
に
亘

り
て
其
周
囲
甚
た
大
な
り
、
北
ハ
播（

播
磨
）

广
地
方
ニ
而
、
彼
室
の
津
、
高
砂
松
な
と
有
る

よ
し
な
れ
と
も
、
隔
り
甚
し
け
れ
ハ
見
江
難
し
、
又
丈

（
上
島
ヵ
）

島
と
ふ
の
諸
島
有
り
、
扨
地

蔵
崎
ゟ
淡
路
地
方
迄
海
上
拾
九
里
の
渡
り
な
り
、
則
播
广
洋
と
い
ふ
此
な
り
、
凡
而

瀬
戸
内
か
ゝ
る
開
け
た
る
洋
ハ
周
防
洋
、
此
播
广
洋
斗
な
り
、
同
夜
風
少
し
吹46
た
る

み
た
り
、
去
れ
と
風
筋
よ
け
れ
ハ
能
く
進
ミ
、
暁
八
ツ
時
比
淡
路
島
西
の
方
ニ
来
り

た
り
、
時
々
汐
行
悪
敷
風
も
少
し
替
り
た
れ
ハ
此47
処
に
碇
泊
す

同
廿
九
日
朝
四
ツ
時
汐
漸
く
上
り
た
り
、
依
而
出
帆
し
た
り
、
去
れ
と
風
大
坂
揚
に

て
強
く
吹
出
し
た
り
、
此
処
に
明
石
御
城
下
・
一
ノ
谷
・
須（

須
磨
）

广
浦
抔
見
ゆ
る
、
又
南

ハ
淡
路
島
の
出
崎
に
し
て
松（

松
帆
崎
）

ヶ
崎
と
い
へ
り
、
播
州
舞
子
之
浜
と
相
対
し
て
其
間
至

而
狭
し
、
故
ニ
汐
の
上
下
甚
急
に
し
て
、
汐
に
逆
ひ
て
追
風
に
て
も
進
ミ
難
し
と
い

ふ
、
扨
須
广
の
浦
ゟ
播
州
高
砂
ま
て
の
間
名
処
至
て
多
し
、
須
广
に
須
广
寺
と
い
ふ

有
り
、
彼
敦
盛
か
青
葉
の
笛
を
蔵
す
る
よ
し
、
又
関
の
跡
有
り
て
行

（
在
原
行
平
）

平
の
松
ト
い
ふ

古
木
、
松
風
・
村
雨
の
海
士
塩
汲
ニ
跡
并
し
二
人
の
塚
有
り
て
此
処
今
に
絶
ず
塩
を

焼
よ
し
、
又
か
ね
か
け
の
松
・
敦（

　
敦
盛
塚
　
）

盛
の
石
塔
・
相（

高
砂
神
社
）

生
の
松
・
其
外
舞
子
浜
・
人

（
柿
本
神
社
）

丸
社

抔
有
る
よ
し
な
り
、
扨
播
州
国
境
敦（

　
敦
盛
塚
　
）

盛
の
石
塔
ハ
一
ノ
谷
と
舞
子
の
浜
の
間
也
と
そ
、

扨
こ
の
日
逆
風
を
事
と
も
せ
す
頻
に
間
切
て
進
ミ
た
り
し
か
、
昼
時
比
に
ハ
彼
松
か

崎
を
跡
に
見
た
り
、
扨
夫
ゟ
も
風
ハ
強
し
波
ハ
高
し
、
進
む
に
い
と
難48
り
し
か
、
七

ツ
時
比
辛
ふ
し
て
和
田
岬
少
し
こ
な
た
に
来
り
た
り
、
此
処
岬
は
出
張
た
り
、
湊
に

入
事
叶49
ひ
難
く
、
依
而
暮
時
前
岬
よ
り
少
し
沖
の
か
た
に
碇
泊
し
た
り
、
時
に
波
高

く
風
強
く
船
動
揺
甚
強
く
、
去
れ
と
汐
五
分
ハ
何
に
も
し
て
湊
内
に
入
へ
し
と
議
し

居
た
り
、
扨
同
夜
六
ツ
時
俄
ニ
南
の
方
鳴
動
強
く
、
す
ハ
雨
風
来
る
へ
し
と
船
手
あ

ら
か
し
め
そ
の
用
意
し
た
り
し
か
、
暫
時
し
て
風
午
の
方
よ
り
吹
来
り
、
殊
ニ
雨
ハ

車
軸
の
如
く
降
来
り
た
り
、
眼
は
雨
に
う
た
れ
て
開
き
得
す
、
か
す
み
立
満
て
余
尺

の
間
も
見
へ
難
し
、
そ
の
す
さ
ま
し
き
事
い
ふ
斗
な
し
、
さ
れ
と
水
夫
と
も
ハ
他
事

ハ
業
ニ
馴
れ
、
殊
と
も
せ
す
俄
ニ
碇
を
巻
き
揚
ケ
、
帆
少
々
斗
巻
ん
と
せ
し
か
、
風

走
り
馬
の
如
ク
来
れ
ハ
、
船
は
そ
の
ま
ゝ
雲
を
霞
と
湊
を
指
し
て
馳
り
た
り
、
扨
深

く
入
な
ハ
他
船
ヲ
あ
や
ま
た
ん
も
斗
り
難
け
れ
と
迚
湊
口
に
て
碇
泊
し
た
り
、
時
に

余
の
船
も
同
し
く
馳
り
た
り
し
か
、
闇
さ
ハ
く
ら
し
、
風
強
く
し
て
船
運
動
心
に
任

セ
す
、
他
船
自
船
を
く
つ
返
さ
ん
も
斗
り
難
け
れ
ハ
、
互
に
声
を
揚
つ
も
馳
り
た

り
、
碇
を
揚
よ
り
漸
く
一
分
時
に
し
て
弐
拾
町
斗
も
馳
り
、
入
津
し
て
始
而
上
下
安

堵
し
た
り
、
松
島
よ
り
此
処
ま
て
五
里
な
り
、
凡
而
湊
ハ
子
丑
ハ
地
方
、
酉
戌
の
方

ハ
和
田
岬
に
囲
ひ
、
そ
の
余
寅
よ
り
辰
の
方
は
大
坂
・
紀
州
地
方
也
、
唯
午
未
の
方
、

加（
加
太
）

田
瀬
戸
に
向
ひ
、
此
方
斗
ひ
ら
き
た
れ
ハ
殊
ニ
恐
る
ゝ
風
な
り
と
そ
、
扨
夫
よ

り
暫
時
に
し
て
風
止
ミ
雲
も
晴
れ
た
り

六
月
朔
日
朝
雲
も
晴
れ
た
り
、
此
日
大
坂
江
所
用
の
有50
し
か
ハ
、
加
藤
・
内
田
両
人

同
道
ニ
而
行
た
り
、
兵
庫
湊
に
て
早51
と
云
ふ
舟
に
乗
た
り
し
に
、
風
追
手
に
し
て
漸

く
一
時
斗
に
し
て
大
坂
安（

安
治
川
）

倍
川
の
口
に
来
り
た13
り
、
兵
庫
よ
り
此
処
ま
て
拾
弐
里
也
、

扨
此
処
磯
に
天
保
山
と
云
ふ
有
り
、
下
に
高
焼
を
置
て
遠
見
の
便
と
す
、
川
口
ニ
両

方
水
尾
木
と
云
ふ
を
打
た
り
、
沖
よ
り
段
に
壱
番
よ
り
拾
番
ま
て
有
り
、
是
そ
の
舟

の
出
入
の
為
と
そ
、
難
波
江
の
身（

澪

標

）

を
尽
し
と
ハ
是
な
り
、
か
く
て
あ52
ち
こ
ち
用
調
へ

て
暮
時
比
雑
魚
場
茶
屋
店
に
休
ら
ひ
て
彼
早
船
の
出
船
を
待53
居
た
り
、
扨
大
坂
市
中

ハ
東
西
南
北
に
橋
を
渡
し
、
其
川
幾
筋
と
い
ふ
数
を
し
ら
す
、
こ
ハ
む
か
し
大（

太
閤
）

閤
都
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を
開
ら
き
給
ひ
し
比
の
製
な
り
と
そ
、
凡
而
市
中
繁
昌
な
る
事
い
ふ
斗
な
し
、
去
れ

と
皆
人
の
見
る
処
な
れ
ハ
略
し
て
、
同
夜
四
ツ
時
出
船
す
る
よ
し
案
内
あ
れ
ハ
乗
り

て
下
り
た
り

同
二
日
朝
明
す
つ
る
比
、
安
倍
川
の
口
を
出
し
か
、
風
悪
し
く
や
う
や
く
四
ツ
時
比

兵
庫
ニ
下
り
ぬ
、
扨
こ
の
湊
ハ
大
坂
に
も
劣
ら
ぬ
斗
の
湊
に
し
て
湊
内
至
て
広
し
、

常
に
出
入
の
舟
い
く
は
く
と
い
ふ
数
を
し
ら
す
、
そ
の
繁
昌
云
ふ
斗
な
し
、
西
の
方

に
和
田
岬
南
北
に
亘
り
、
東
は54
西
ノ
宮
・
尼
ヶ
崎
・
大
坂
の
地
方
、
夫
よ
り
又
泉
州

堺
・
岸
和
田
等
也
、
西
ノ
方
沖
に
ひ
ら
ひ
て
淡
路
島
有
り
、
そ
の
亘
り
東
西
狭
く
南

北
広
し
、
内
海
の
亘
り
東
西
南
北
各
拾
三
里
斗
な
り
、
扨
北
の
方
ハ
て（

鉄

拐

山

）

つ
か
ひ
か
岸
、

彼
鵯
鳥
越
・
一
ノ
谷
・
生
田
の
森
・
布
引
の
滝
・
湊
川
又
广

（
摩
耶
山
ヵ
）

郭
山
抔
有
り
、
兵
庫
よ

り
東
の
方
に
か（

神

戸

）

ふ
べ
と
い
ふ
湊
有
り
、
又
清

（
平
清
盛
）

盛
公55
築
島
有
り
、
今
ハ
人
民
建
な
ら
べ

た
り
、
又
和
田
岬
に
笠
掛
ケ
の
松
あ
り
、
清
盛
の
石
塔
有
り
、
い
つ
れ
も
名
高
き
名

処
な
り
、
此
日
夕
少
し
の
閑
を
得
し
か
ハ
三
人
打
連
て
彼
楠

（
楠
木
正
成
）

公
の
墓
に
詣
た
り
、
こ

ハ
兵
庫
ゟ
少
し
北
の
方
な
り
、
先
湊
川
に
至
り
し
に
、
此
節
水
か
れ
て
平
地
の
如
し
、

そ
の
両
岸
松
樹
多
く
生
茂
り
た
り
、
こ
の
松
、
楠
公
戦
争
の
時
は
い
ま
た
五
尺
斗
な

り
し
か
、
一
日
甲
抔
蓋
ひ
て
偽
兵
と
セ
し
よ
し
、
し
か
る
に
物
換
り
星
移
り
て
今

こ
ゝ
に
百
年
、
松
は
そ56
の
芳
名
と
共
に
朽
す
し
て
雲
を
払
ふ
斗
に
な
り
ぬ
と
、
こ
れ

す
ら
懐
旧
の
情
堪
か
た
か
り
し
ニ
、
ま
た
行
事
三
四
丁
斗
に
し
て
彼
楠
公
の
社
に
来

り
、
こ
ハ
昔
水
戸
西（

徳
川
光
圀
）

山
公
そ
の
功
を
不
朽
に
伝
へ
給
ハ
ん
為
建
給
ひ
し
由
ニ
而
、
社

ハ
わ
つ
か
に
三
間
四
方
斗
と
い
へ
と
も
松
柏
景
々
と
し
て
其
辺
り
を
囲
ミ
、
鳴
鳥
声

悲
し
く
人
情
を
引
に
似
た
り
、
扨
入
事
数
歩
、
左
右
石
灯
拾
本
も
建
置
た
り
、
そ
の

内
諸
侯
奉
納
も
有
り
、
又
遠
遊
の
人
奉57
る
も
有
り
、
社
内
ニ
ハ
壱
ツ
の
石
塔
有
り
、

高
サ
八
九
尺
斗
に
し
て
、
表
に
ハ
西
山
公
御
筆
の
由
ニ
而
、
嗚
呼
忠
臣
楠
氏

（
之
欠
ヵ
）墓と

題

し
、
裏
ニ
ハ
彼
朱58
舜
水
の
碑
文
取
有
り
、
又
夫
下
に
楠
公
御
像
有
り
、
大
サ
壱
尺

四
五
寸
は
か
り
、
御
朱
帯
の
御
姿
な
り
、
そ
の
御
顔
は
せ
抔59
、
実
に
堂
々
と
し
て
威

有
り
て
猛
か
ら
ず
、
一
度
こ
れ
を
拝
せ
ハ
何
人
か
そ
の
袖
を
ぬ
ら
さ
ゝ
る
へ
き
、
三

子
互
に
懐
旧
の
涙
と
ゝ
め
あ
へ
ず
、
楠
公
世
に
い60
ま
し
か
り
し
時
、
忠
潔
空
し
く
奸

臣
に
隔
ら
れ
給
し
事
、
又
桜
井
駅
御
父
子
御
相
別
の
御
情
は
た
金
剛
院
ニ
而
御
生
害

の
御
事
な
と
不
斗
語
合
候
も
踟
蹰
し
て
い
と
去
り
か
た
か
り
し
か
、
夕
陽
に
舂
し
頃

漸
に
し
て
帰
路
に
趣
た
り
、
扨
帰
路
社
主
の
何
某
の
許
江
問
し
に
、
主
も
流
石
物
に

く
ら
か
ら
ぬ
様
に
て
慇
懃
に
御
在
世
の
事
な
と
物
語
り
、
再
ひ
感
涙
を
催
ふ
し
ツ
ヽ

石
碑
の
石
摺
抔
求
め
別
れ
を
告
て
出
た
り
し
か
、
猶
遅
々
と
し
て
松
柏
の
梢
見
ゆ
る

限
り
返
り
見
ツ
ヽ
黄
昏
の
こ
ろ
船
手
江
帰
り
ぬ

同
三
日
朝
未
明
纜
を
解
た
り
、
此
日
風
な
く
唯
汐
に
連
れ
て
少
し
ツ
ヽ
進
ミ
た
り
し

か
、
夕
八
ツ
時
比
辰
巳
の
風
吹
出34
た
り
、
去
れ
ハ
針
筋
ハ
午
也
、
あ
ち
間
切
ツ
ヽ
漸

く
夜
四
ツ
時
比
六
里
斗
来
り
て
淡
路
須
本
の
沖
に
来
り
碇
泊
し
た
り
、
須
本
ハ
阿
州

侯
の
家
臣
稲
田
九（

植

乗

）

郎
兵
衛
領
下
に
し
て
屋
敷
も
有
る
よ
し
、
島
中
六
万
石
あ
り
と
い

ふ
、
市
中
多
ハ
漁
父
な
り
と
そ
、
望
遠
鏡
ニ
而
詠

（
眺
ヵ
）た

れ
と
間
隔
た
れ
ハ
定
か
な
ら
ず

同
四
日
朝
の
内
風
な
し
、
殊
ニ
汐
も
上
り
た
れ
ハ
碇
泊
し
居
た
り
、
同
夕
八
ツ
時
比

追
風
出
た
り
し
ま
ゝ
帆
巻
た
り
、
時
に
汐
ハ
下
り
な
り
、
風
は
疾
く
、
飛
か
如
く
進

ミ
た
り
、
須
臾
に
し
て
加
田
之
瀬
戸
に
来
り
た
り
、
此
処
面
梶
ハ
淡
路
の
内
由
良
の

湊
な
り
、
取
梶
ハ
紀
州
地
に
し
て
た（

田

倉

崎

）

く
ら
か
鼻
と
い
ふ
大
坂
よ
り
も
兵
庫
よ
り
も
下

り
の
時
此
処
の
行
逢
処
な
り
、
大
坂（

マ
マ
）

　

里
、
兵
庫
ゟ
拾
弐
里
な
り
、
扨
夫
よ
り
下
の

方
ハ
吉
野
川
の
末
の
方
に
て
紀
の
川
と
い
ふ
川
有
り
、
又
和
哥
山
御
城
下
も
三
里
斗

下
り
な
り
、
夫
ゟ
五
里
斗
馳
た
り
し
か
、
風
替
り
て
進
ミ
難
く
雨
降
出
つ
、
依
而
大

崎
と
い
ふ
湊
に
入
り
ぬ
、
此
処
上
下
よ
き
湊
に
し
て
民
家
多
く
有
り
、
扨
入
口
に

－ 10（131） －



福井県文書館研究紀要18　2021. 3

沖（

沖

ノ

島

）

の
へ
ツ
ゝ
い

61

・
地（

地

ノ

島

）

の
へ
つ
ゝ
い
と
二
ツ
の
島
あ
り
、
下
り
の
時
は
右
二
島
の
中
を

行
也
、
此
処
ゟ
紀
三
井
寺
江
四
里
、
熊
野
江
九
里
な
り
と
そ

同
五
日
朝
風
な
し
、
昼
時
比
よ
り
南
風
強
く
吹
出
た
り
、
諸
船
と
も
碇
を
増
た
り
、

同
夜
も
同
し
く
吹
た
り
、
依
而
こ
の
日
も
碇
泊
し
た
り

同
六
日
天
気
よ
し
、
九
ツ
時
よ
り
北
風
吹
出
た
り
し
か
ハ
纜
を
解
た
り
、
此
日
波
ハ

高
し
風
ハ
う
す
し
、
条
々
と
し
て
進
ミ
た
り
し
か
、
暮
時
比
日

（
日
ノ
御
埼
）

ノ
岬
の
沖
に
来
り
た

り
、
此
処
北
の
方
に
加
田
之
瀬
戸
、
夫
ゟ
少
々
西
の
方
に
阿
波
の
鳴
戸
、
又
夫
よ
り

西
に
当
り
て
土
佐
の
東
の
浦
抔
見
へ
、
扨
又
日
の
岬
ゟ
壱
里
半
斗
下
の
方
に
日
高
川

の
湊
、
又
上
の
方
壱
里
斗
に
由
良
の
湊
有
り
、
日62
高
ハ
川
湊
に
し
て
大
船
ハ
入
ら
さ

る
よ
し
、
そ
の
川
上
道
成
寺
と
い
ふ
寺
有
り
、
昔
狂
女
の
物
語
有
り
し
も
此
処
な
り

と
そ
、
扨
同
夜
初
夜
過
る
比
嵐
吹
出
つ
、
船
よ
く
馳
り
た
り
し
か
、
夜
の
明
る
こ
ろ

お
ひ
大

（
紀
伊
大
島
）

島
よ
り
こ
な
た
五
里
斗
に
来
り
た
り
、
日
の
岬
よ
り
此
処
ま
て
二
拾
里
斗
な

り同
七
日
風
同
し
、
去
れ
と
力
薄
く
し
て
船
進
ミ
遅
く
、
昼
時
比
漸
く
大
島
ニ
来
り
た

り
、
此
処
周
囲
甚
た
広
く
、
上
平
に
し
て
民
家
田
畑
等
な
し
、
此
出
崎
に
明

（
雷
公
神
社
ヵ
）

神
の
社

有
り
、
此
社
洋
中
ニ
而
地
方
抔
見
へ
失
ひ
た
る
比
、
此
神
に
祈
れ
ハ
即
時
に
火
見
ゆ

る
と
て
航
海
の
者
尊
敬
す
る
よ
し
、
扨
九
ツ
時
比
よ
り
未
の
風
吹
出
つ
、
暮
時
比
に

二（
二
木
島
）

木
と

63

い
ふ
処
に
来
り
た
り
、
時
に
風
替
り
汐
あ
し
く
無
拠
こ
の
湊
江
入
り
、
二
木

の
間
地
方
三
里
斗
に
熊
野
の
滝
見
へ
た
り
、
そ
の
丈
ケ
弐
丈
斗
、
幅
七
八
尺
斗
と
見

ゆ
る
、
此
滝
快
晴
の
時
洋
中
拾
里
斗
見
ゆ
る
と
そ
、
扨
又
そ
の
磯
に
フ（

綱

切

島

ヵ

）

ダ
ラ
ク
島
と

云
ふ
有
り
、
此
辺
古
よ
り
鯨
漁
を
渡
世
と
す
る
よ
し
、
水
主
な
る
も
の
に
尋
し
に
、

先
沖
ニ
来
る
を
見
て
近
浦
相
告
報
し
、
小
船
数
拾
艘
斗
乗
出
し
引
網
を
幾
へ
ん
と
な

く
打
懸
ケ
、
扨
鯨
魚
波
上
に
浮
出
る
を
見
て
、
彼
の
も
り
と
い
ふ
物
を
打
掛
け
、
夫

ゟ
鯨
の
行
先
を
考
へ
、
又
波
上
に
浮
出
た
る
を
見
て
、
又
々
も
り
を
打
懸
ケ
る
也
、

そ
の
も
り
た
ん
〳
〵
数
拾
本
打
懸
け
れ
ハ
鯨
魚
そ
の
苦
し
ミ
に
堪
へ
兼
ね
、
水
底
に

没
し
得
す
、
暇
な
く
浮
ミ
出
る
よ
し
、
扨
そ
の
弱
り
た
る
程
を
考
ん
か
へ
、
手
形
切

と
い
ふ
漁
人
壱
両
人
鯨
魚
に
飛
乗
り
、
暫
時
鯨
魚
と
と
も
に
水
中
ニ
浮
沈
す
、
そ
の

尾
と
頭
と
も
り
の
穴
を
穿
ち
し
鯨
肉
を
直
ニ
持
参
り
、
そ
の
親
方
に
注
進
す
る
よ
し
、

こ
ハ
漁
夫
中
最
一
の
高
給
を
取
よ
し
、
扨
亦
時
と
し
て
彼
も
り
数
拾
本
打
た
る
後
、

俄
ニ
雨
風
来
り
し
時
ハ
地
方
の
山
抔
見
当
と
し
、
そ
の
ま
ゝ
捨
帰
り
、
数
日
立
て
和

波
た
り
し
比
、
彼
処
江
行
見
れ
ハ
、
鯨
魚
の
沈
ミ
居
る
辺
ハ
油
波
の
上
に
浮
ミ
有
る

よ
し
、
夫
を
し
る
へ
に
碇
を
お
ろ
し
、
彼
引
網
に
相
懸
り
揚
る
よ
し
也
、
扨
此
湊
ハ

入
口
に
笹

（
笹
野
島
）

島
と
い
ふ
出
島
有
り
、
夫
ゟ
内
四
方
皆
高
山
ニ
而
打
囲
ミ
、
さ
な
か
ら
井

中
ニ
居
る
如
し
、
民
家
弐
百
軒
斗
相
応
の
湊
な
り

同
九
日
未
明
此
処
出
帆
し
た
り
し
か
、
昼
時
比
ま
て
風
な
く
、
壱
里
斗
三
木
と
い

ふ
湊
の
沖
に
来
り
し
か
、
夫
ゟ
風
よ
く
吹
出
つ
、
船
よ
く
馳
り
、
湊（

衍

）数
、
九（

九
鬼
）

木
、

す（
須
賀
利
）

か
る
、
錦
袋
、
本

（
方
座
ヵ
）

庄
、
に（

贄

）ゑ抔
の
沖
を
こ
え
、
七
ツ
時
過
浜

（
浜
島
）と

云
ふ
湊
の
沖
に
来

り
た
り
、
扨
加
田
瀬
戸
よ
り
此
処
ま
て
海
岸
九
拾
九
里
の
内
紀
伊
公
の
御
領
下
と
し

て
湊
数
九
拾
湊
有
り
と
い
ふ
、
夫
安（

安
乗
埼
）

乗
り
沖
迄
暮
時
比
来
り
た
り
、
二
木
よ
り
安
乗

り
ま
て
二
十
六
里
、
扨
右
浜
此
辺
ハ
志
州
の
領
下
に
し
て
鳥
羽
ハ
此
処
よ
り
五
里
斗

子
ノ
方
に
当
る
よ
し
、
伊
勢
太
神
宮
江
程
近
く
と
そ
、
同
夜
風
段
々
沖
の
方
江
廻
り
、

船
卯
走
り
候
処
、
寅
ニ
向
ひ
た
り
し
か
ハ
、
船
手
い
か
ゝ
せ
ん
と
議
し
た
り
し
に
、

夜64
半
比
風
頻
ニ
吹
出
つ
、
雨
降
出
た
り
、
依
而
プ
ラ
ム
三
角
帆
抔
お
ろ
し
た
り
し
か
、

夫
よ
り
又
酉
ノ
方
ニ
廻
り
、
真
度
ニ
来
り
け
り
、
依
而
船
中
皆
勇
合
て
頻
ニ
馳
た
り

し
か
、
夫
よ
り
翌
十
日
朝
五
ツ
時
懸（

マ
マ
）

　

と
い
ふ
処
に
来
り
、
こ
れ
ま
て
都
而
地
方
見

へ
す
、
此
処
ハ
遠
江
地
方
に
し
て
安
乗
よ
り
ハ
伊
勢
・
尾
張
・
三
河
の
沖
を
弐
拾
五
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里
半
也

同
十
日
風
は
昨
夜
よ
り
吹
直
し
、
此
日
ハ
取
分
吹
募
り
、
船
は
さ
な
か
ら
矢
を
射
る

如
く
、
昼
時
比
御
前
崎
、
八
時
ハ
路

（
石
廊
崎
ヵ
）

島
、
七
ツ
半
時65
比
下
田
沖
、
暮
時
比
鎌
倉
沖
、

同
夜
五
ツ
時
比
相
州
浦
賀
湊
江
入
り
ぬ
、
今
朝
よ
り
行
程
九
拾
三
里
斗
、
そ
の
内
風

ハ
少
し
も
吹
た
る
み
な
く
殊
ニ
追
波
な
り
、
そ
の
疾
事
云
ふ
斗
な
く
、

の
方
水
煙

絶
事
な
く
立
た
り
、
船
足
測
量
せ
し
に
百
間
斗
を
五
十
杪
ニ
而
馳
り
た
り
、
此
日
ハ

船
寅
卯
走
り
な
り
、
風
ハ
申
酉
な
り
、
始
終
真
度
ニ
し
て
馳
り
た
り
し
か
、
諸
船
多

く
乗
越
た
り
、
船
動
揺
殊
の
外
甚
し
く
と
い
へ
と
も
、
そ
の
快
き
事
い
わ
ん
方
な
く

覚
へ
し
、
扨
こ
の
日
渡
来
し
地
方
に
ハ
名
所
数
々
有
り
、
そ
の
内
富
士
山
・
三
保
の

松
原
抔
見
ゆ
る
よ
し
な
り
し
か
、
終
日
雲
立
満
て
見
へ
か
た
く
事

（
改
丁
）

　
　
　
　
　
　
　

志
州
安
乗
よ
り
浦
賀
迄
里
数

志
州
安
乗
ゟ
遠
州
横
須
賀 

江
三
拾
八
里　

安
乗
・
雨

（
的
ヵ
）矢

共
に
同
湊
な
り
、
此
処
よ
り

鳥
羽
江
五
里
、
鳥
羽
ゟ
的
矢
共
遠
州
沖
通
り
な
り
、
日
和

待
之
処
な
り
、
冬
春
ハ
地
風
多
け
れ
ハ
鳥
羽
江
入
、
冬
秋

ハ
沖
風
多
け
れ
ハ
安
乗
へ
入
る
と
云
へ
り
、
扨
此
間
地
方

ハ
志
州
鳥
羽
・
伊
勢
太
神
宮
・
同
国
桑
名
城
・
尾
州
名
古

屋
城
・
三
州
苅（

刈
谷
）

屋
城
・
同
西
尾
城
・
遠
州
浜
松
城
也

横
須
賀
ゟ
御
前
崎
江
拾
四
里　

此
辺
富
士
山
見
ゆ
る

御
前
崎
ゟ
色

（
石
廊
崎
）

崎
江
拾
八
里　

此
間
駿
河
国
に
し
て
地
方
江
富
士
山
・
三
保
松
原
・
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
山
・
田
子
ノ
浦
抔
名
所
数
々
有
り

い
ろ
崎
ゟ
下
田
江
五
里　

  

此
処
と
も
に
伊
豆
の
国
な
り
、
下
田
ハ
上
下
大
湊
な
り
、

入
口
遠
見
番
所
有
り
、
此
辺
沖
の
方
に
豆
州
の
七
島
有
り

　
　
　

右
合
而
七
拾
五
里
の
間
遠
江
洋
と
い
ふ
、
東
海
第
一
の
難
処
な
り

下
田
ゟ
外
浦
江
三
里　
　

内
豆
州
の
内
に
し
て
湊
な
り

外
浦
ゟ
網
代
江
拾
七
里　

 

内
豆
州
の
内
也
、
此
沖
ニ
豆
州
大
島
有
り
、
地
方
ゟ
七
里
、

島
廻
り
も
七
里
也
、
麦
・
琉
球
芋
抔
多
く
産
す
る
よ
し
、

民
家
数
千
軒
も
有
り
と
い
ふ

網
代
ゟ
御
崎
江
拾
八
里　

 

此
間
相
模
洋
と
い
ふ
、
地
方
ニ
小
田
原
・
江
の
島
・
鎌
倉

有
り

御
崎
よ
り
浦
賀
江
五
里　

 

東
海
第
一
の
上
下
大
湊
、
入
口
の
鼻
に
常66
燈
り
、
湊
内
ニ

番
所
有
り
、
出
入
を
改
む
、
入
湊
の
時
ハ
常66
燈
を
取
り
梶

ニ
見
る
也
、
夫
ゟ
少
シ
下
沖
の
方
ニ
河

（
あ
し
か
ば
へ
ヵ
）

し
り
と
い
ふ
磯
有

り
、
水
上
五
尺
斗
出
た
り
、
上
下
ニ
并
ひ
て
沖
の
方
ハ
下

広
か
り
綱
二
房
斗
り
、
船
道
行
出
来
難
し
と
そ

　
　
　

校　

訂

１
〈
諸
〉
コ
ノ
後
「
此
ヨ
リ
紀
行
を
記
す
」
ト
ア
リ　

２
〈
旅
〉
加
藤　

３
〈
諸
〉「
し
か
〳
〵
」

ナ
シ　

４
〈
諸
〉
覚
ゆ　

５
〈
諸
〉
出
し　

６
〈
諸
〉「
買
求
る
よ
し
」
ナ
シ　

７
〈
諸
〉「
よ
し
」

ナ
シ　

８
〈
諸
〉「
別
て
」
ナ
シ　

９
〈
諸
〉
此
上　

10
〈
諸
〉
理
屈　

11
〈
諸
〉
依
之　

12
〈
諸
〉

ニ
て　

13
〈
諸
〉「
た
り
」
ナ
シ　

14
〈
諸
〉
弥　

15
〈
諸
〉
一
人　

16
〈
諸
〉
常
ニ　

17
〈
諸
〉

あ
り　

18
〈
諸
〉
島　

19
〈
諸
〉
高
底　

20
〈
諸
〉「
抔
」
ナ
シ　

21
〈
旅
〉
ま
た
ま
た　

22
〈
諸
〉

ポ
ツ
ー
ロ
ー
ド　

23〈
諸
〉に
候
へ
ハ　

24〈
諸
〉重
島　

25〈
諸
〉重　

26〈
諸
〉暦
観　

27〈
諸
〉

い
ふ
と
も　

28
〈
諸
〉
当
り　

29
〈
諸
〉
な
ら
ん　

30
〈
諸
〉
難
な
く
も　

31
〈
諸
〉
九
ツ
時　

32
〈
諸
〉
絶
間
も
な
く　

33
〈
諸
〉
扨
又　

34
〈
諸
〉
出
し
た
り　

35
〈
諸
〉
進
ま
ん　

36
〈
諸
〉

た
り
し　

37
〈
諸
〉
出
し　

38
〈
諸
〉「
に
」
ナ
シ　

39
〈
諸
〉
常
木　

40
〈
諸
〉
哀
を
催
し
た

り　

41
〈
諸
〉「
の
辺
」
ナ
シ　

42
〈
諸
〉
由　

43
〈
諸
〉
帰
り　

44
〈
諸
〉
臨
ミ　

45
〈
旅
〉

－ 12（129） －
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居
て　

46〈
諸
〉吹
た
る
の
み　

47〈
諸
〉此
処
ニ
て
停
泊
し
た
り　

48〈
諸
〉難
く
し
て　

49〈
諸
〉

時
甚
難
く　

50
〈
諸
〉
あ
り
て　

51
〈
諸
〉
早
々
舟　

52
〈
諸
〉
遠
ち
近
ち　

53
〈
諸
〉
待
ち
た

り　

54
〈
諸
〉
ニ　

55
〈
諸
〉
か　

56
〈
諸
〉「
そ
の
」
ナ
シ　

57
〈
諸
〉
奉
り
あ
り　

58
〈
諸
〉

朱
舜　

59
〈
諸
〉
抔
ハ　

60
〈
旅
〉
い
ま　

か
り
し　

61
〈
諸
〉
沖
の
へ
つ
い
地
の
へ
つ　

62
〈
諸
〉

日
高
川
々
湊　

63
〈
諸
〉
二
本　

64
〈
諸
〉
夜
半
の　

65
〈
旅
〉「
時
」
ナ
シ　

66
〈
旅
〉
常
焼

　
　

二
、
海
中
日
記

　

「
海

（
表
紙
）中

日
記
」

　
　
　

四
月
三
日
晴
天

朝
九
時
二
十
分
繰
舟
ヨ
リ
出
船　

△
午
後
五
時
三
十
分
宿
浦
着
于
清
風
亭

　
　
　

同
四
日
晴
天

朝
七
時

検
一
番
丸　

△
午
後
以
小
舸
測
量
港
門

　
　
　

同
五
日
陰
天

　
　
　
　
　
　

岡
嶋
恒
之
助　
　
　
　

横
井
左
平
太

　
　
　
　
　
　

市
橋
四
郎
太
郎　
　
　

横
井
大
平

午
後
見
ユ
ル　

岸
猪
之
助　
　
　
　
　

加
藤
錬1
之
助

（
介
）

　
　
　
　
　
　

勝
山
藤
五
郎　
　
　
　

大
藤
庫
次
郎

　
　
　
　
　
　

長
谷
部
協　
　
　
　
　

青
山
悌
次

（
二
）郎

午
後
清
風
亭
ヨ
リ
一
番
丸
ヘ
移
ル
、
夫
ヨ
リ
割
当
番
護
一
番
丸

　
　
　
　
　
　

狛
林
之
介

（
助
）

　
　
　
　
　
　

酒
井
信
一
郎

　
　
　
　
　
　

横
井
大
平

五
日
当
番　
　

三2
岡
友
蔵

　
　
　
　
　
　

溝
口
辰
五
郎

　
　
　
　
　
　

青
山
悌
二
郎

　
　
　

同
六
日
雨
、
五
ツ
半
時
頃
ヨ
リ
晴
、
昼
後
八
ツ
時
ヨ
リ
雨
降
ル

朝
当
番
、
昼
後
川
船
ス
、
其
ヨ
リ
滝
谷
寺
参
詣
ス
、
面
会
住3
持
ニ
翁

（
扇
ヵ
）面

書
頼
ム
、
七

－ 13（128） －



旅泊のすさみ・海中日記

ツ
過
舟
ヘ
帰
ル

　
　
　

同
七
日
朝
雨
、
四
ツ
過
晴
、
九
ツ
半
過
雨

朝
四
ツ
半
時
頃
三
岡
八
郎　

松
原
孫
七
郎 

両
人
相
見
ル

　
　
　

同
八
日
晴
天

午
前
御
家
老
・
御
側
御
用
人
・
御
奉
行
・
御
目
付
・
郡
奉
行
、
右
之
重
役
相
見
ル
、

午
後
右
之
重
役
ヨ
リ
酒
肴
色
々
持
参
ニ
テ
催
別
杯
ヲ
酒
席
、
朝
鉄
炮
試
見
有
之

　
　
　

同
九
日
晴
天
、
西
北
風

朝
四
ツ
時
過
出
帆
ス
、
午
後
舟
中
亀
島
沖
ニ
テ（

マ
マ
）求

ム
、
十
三
里
斗
リ
、
夜
八
ツ
時

頃
ヨ
リ
東
南
嵐
ニ
テ
風4
出
テ
暁
マ
テ
ヨ
リ
五
ツ
半
時
頃
マ
テ
十
三
四
里
斗
リ

　
　
　

同
十
日
晴
天
、
西
北
嵐

一
日
之
内
五
六
里
斗
、
5

舟
ニ
ツ
ク
、
日
暮
ヨ
リ
イ
カ
釣
ル
コ
ト
百
斗
リ

　
　
　

十
一
日
晴
天
、
朝
嵐

一
日
之
内
三
四
里
斗
リ
、
夕
八
ツ
時
頃
ヨ
リ
北
風
出
ル

　
　
　

同
十
二
日
晴

午
後
東
北
風
少
ク
来
ル
、
一
時
行
一
里
半
斗
リ
、
見
経
ヶ
崎
於
左
舷
之
後

　
　
　

同
十
三
日
曇

朝
舟
行
、
毎
一
時
一
里
半
或
二
里
、
午
後
三
時
三
十
分
但
島

（
馬
）柴

山
湊
ニ
入
ル
、
尤
風

ナ
ク
舟
ス
ヽ
マ
ス
、
ソ
レ
ユ
ヱ
ナ
リ
、
但
州
美
含
郡
、
一
統
上
陸
入
湯
、
宿
入
江
権

兵
衛
家
セ
マ
ク
、
三
軒
ニ
ワ
カ
ル
、
其
ノ
日
夜
当
番
斗
舟
ニ
宿
ス
、
人
数
之
内
水
主

舟
ニ
皆
宿
ス

　
　
　

同
十
四
日
晴

止
宿
之
面
々
朝
五
ツ
半
過
帰
船
、
四
ツ
時
湊
出
帆
、
風
ナ
ク
一
日
ノ
ウ
チ
一
里
斗
リ

　
　
　

同
十
五
日
曇
、
午
後
晴

風
力
ビ
ニ
シ
テ
方
位
シ
バ
シ
バ
変
ス
、
午
後
八
ツ
時

頃
舟
在
但6

因
之
境
ニ
、
日
暮
ヨ
リ
イ
カ
百
斗
リ
、
夜

中
鯖
四
五
本

　
　
　

同
十
六
日
晴
天

朝
西
南
、
夕
方
北
東
、
伯
耆
大
仙
山
見
ユ
ル
、
北
風

ニ
テ
一
時
コ
ク
コ
ト
一
里
半
ヨ
リ
二
里
余
ニ
イ
タ
ル
、

夜
第
一
時
十
分
頃7

ヨ
リ
西
南
風
ヨ
ウ
ヤ
ク
ツ
ヨ
ク
、

一
時
行
コ
ト
二
里
半
ヨ
リ
三
里
或
ハ
四
里
ニ
イ
タ
ル

　
　
　

同
十
七
日
雨
天

第
七
時
頃
風
力
ヨ
ワ
ク
且
荒
天
之
兆
ア
ル
ニ
ヨ
ツ
テ

方
向
ヲ
ヘ
ン
ジ
、
後
方
ヘ（

マ
マ
）走

シ
テ
一
里
斗
、
午
後

八
ツ
時
頃
雲
州
三
保
ノ
関
ニ
イ
タ
リ
碇
泊
ス
、
一
統

上
陸
入
湯
、
下
宿
北
国
屋
式8
兵
衛
、
夜
賑
々
敷

（
図
）

　
　
　

同
十
八
日
曇
、
午
後
晴
天

夕
七
ツ
半
時
ゴ
ロ
三
保
関
出
帆
、
東
南
風
ヨ
ク
一
時

行
コ
ト
四
里
余
リ
、
夜
ニ
入
リ
風
力
次
第
ニ
減
ス
、

四
ツ
時
ゴ
ロ
ヨ
リ
風
殆
無
シ

　
　
　

同
十
九
日
晴
、
午
後
八
ツ
時
頃
ヨ
リ
曇
ル

第
五
ツ
時
過
ヨ
リ
風
稍
来
ル
、
一
時
行
コ
ト
一
里
余
リ
、
西
南
風
、
午
後
八
ツ
半
時

ゴ
ロ
風
位
ヨ
カ
ラ
ス
、
ヨ
ツ
テ
雲
州
鷺
ノ
浦
港
ヘ
碇
泊
ス
、
ソ
ノ
時
七
ツ
時
過
、
ソ

レ
ヨ
リ
大
社
ヘ
参
詣
ス
、
鷺
浦
ヨ
リ
杵
築
マ
テ
山
越
ニ
テ
五
十
丁
ニ
テ
一
里
半
ト
モ

ウ
ス
コ
ト
山
ケ
ン
ソ
、
大
社
ニ
イ
タ
ル
頃
日
暮
、
ソ
レ
ユ
ヱ
ソ
ノ
ト9

コ
ロ
ニ
宿
ス
、

－ 14（127） －
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夜
ニ
キ
ワ
シ
ク
、
翌
日
四
ツ
時
頃
鷺
浦
ニ
帰
ル
、
午
後
舟
ニ
移
ル
、
廿
日
朝
ノ
内
雨
、

四
ツ
時
過
晴
、
風
ナ
ク
出
帆
イ
タ
シ
カ
タ
ク
、
大
社
御
本
体
絵
図
求
ム

　

其
日
大
社
ノ
社
内
ニ
下
宿
ス
、
左
ノ
名
列

　
　

狛
林
之
助　
　

岡10
部
冬
八
郎　
　

山
県
克
之
介

（
助
）

　
　

酒
井
信
一
郎

　
　

水
谷
虎11
作　
　

渋
谷
定
次
郎　
　

榊
原
五
久
吉　
　

溝
口
辰
五
郎

　
　

大
町
平
吉　
　

吉
江
文
蔵

　
　
　

同
廿
日
朝
雨
降
ル
、
午
後
晴

朝
四
ツ
時
頃
杵
築
ヨ
リ
十
九
日
大
社
ヘ
参
詣
之
面
々
鷺
浦
ヘ
帰
ル
、
午
後
船
ヘ
移
ル
、

其
日
大
社
ヘ
参
詣
之
面
々
左
之
通

　
　

永
見
多
門　
　

岩
城
寛
之
助　
　

井
原
辰

（
立
）二　

　

横
井
左
平
太

　
　

横
井
大
平　
　

勝
山
藤
五
郎　
　

三
岡
友
蔵　
　

加
藤
錬12
之
介

　
　

鈴
木
頼
次
郎　

大
藤
庫
次
郎　
　

青
山
悌
次

（
二
）郎　

小（
山
本
）

木
宗
隆

　

右
之
面
々
朝
五
ツ
半
時
鷺
浦
ヲ
出
、
午
後
帰
ル

　
　
　

同
廿
一
日
晴
天

朝
五
時
三
十
分
鷺
浦
港
出
帆
ス
、
午
後
二
時
頃
ヨ
リ
北
風
来
ル
、
一
時
行
コ
ト
一
里

半
斗
リ
、
第
三
時
三
分
比
ヨ
リ
一
時
行
コ
ト
二
里
半
、
第
五
時
頃
ヨ
リ
一
時
行
コ
ト

三
里
、
夜
第
七
時
比
ヨ
リ
南
西
、
第
二
時
比
ヨ
リ
風
力
少
衰
フ

　
　
　

同
廿
二
日
晴
天

朝
五
時
十
六
分
比
ヨ
リ
船
石
州
浜
田
沖
ニ
在
リ
、
東
南
風
、
一
時
行
コ
ト
一
里
半
二

里
ニ
至
ル
、
夕
第
五
時
比
長
州
箕
島
見
ユ
ル
、
夜
第
二
時
比
ヨ
リ
南
々
東
風
稍
強
ク
、

一
時
行
コ
ト
三
里
半
或
ハ
四
里
ニ
至
ル

　
　
　

同
廿
三
日
晴
天

午
前
第
七
時
四
十
分
比
ヨ
リ
風
力
大
ヒ
ニ
衰
フ
、
午
後
第
一
時
ヨ
リ
風
力
稍
強
シ
、

第
二
時
比
長
州
角
崎
沖
ヲ
船
走
ス
、
第
三
時
二
十
分
比
ヨ
リ
風
力
強
ク
、
一
時
行
コ

ト
二
里
半
ヨ
リ
三
里
半
至
ル
、
第
四
時
比
ヨ
リ
曇
天
、
第
五
時
比
ヨ
リ
風
力
強
ク
、

一
時
行
コ
ト
四
里
或
ハ（

四
欠
ヵ
）

　

里
半
、
舟
之
カ
タ
ム
ク
コ
ト
二
十
一
二
度
、
夜
第
十
一
時

比
ヨ
リ
風
猶
強
ク
、
筑
前
近
ク
ニ
至
ル
ト
雖
ト
モ
、
闇
夜
且
曇
天
ニ
テ
方
位
向
定
メ

カ
タ
ク
、
ユ
ヱ
ニ
止
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
、
マ
ギ
リ
ニ
テ
天
明
ヲ
待
ツ
、
第
二
時
比
ヨ
リ

風
力
大
ヒ
ニ
衰
フ

　
　
　

同
廿
四
日
曇
天

朝
第
四
時
比
筑
前
大
島
之
辺
ニ
ア
リ
、
此
辺
小
島
多
ク
ア
リ
、
第
五
時
十
五
分
比
沖

ノ
方
ニ
ア
タ
ツ
テ
三
本
柱
一
烟
筒
ノ
船
北
東
ニ
向
ツ
テ
追

（
進
ヵ
）走

ス
、
何
国
ノ
船
ナ
ル
ヤ

フ
ラ
フ
見
ヱ
ス
、
故
ニ
相
シ
レ
ス
、
午
後
第
四
時
肥
前
呼
子
港
ヘ
碇13
泊
ス
、
此
辺
小

山
ニ
牛
馬
沢
山
相
見
ル
、
呼
子
港
ヘ
碇13
泊
ス
ル
ハ
此
辺
島
間
舟
路
狭
ク
塩

（
マ
マ
）ナ

ル
ニ
ヨ

ツ
テ
、
夜
中
走
行
ス
ル
コ
ト
甚14
難
キ
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
当
番
外
上
陸
ス
、
下
宿
岡
部
新

左
衛
門

　
　
　

同
廿
五
日
曇
天

朝
第
五
時
比
止
宿
之
面
々
帰
船
、
長
崎
表
ニ
警
備
有
之
、
入
港
難
致
き
趣
風
説
有
之

ニ
付
、
山
県
・
酒
井
呼
子
表
ヘ
唐
津
よ
り
出
張
之
役
輩
ヘ
応
対
之
タ
メ
被
罷
越
、
午

頃
帰
船
、
此
ノ
持
分
小
笠
原
、
唐
津
よ
り
出
張
役
人
津
田
重
平
、
其
元
ヨ
リ
書
付
相

渡
ス
、
左
之
通
リ

　

一
異
船
只
今
八
九
艘
残
居
申
候
趣
、
其
内
壱
艘
者
軍
艦
之
由
、
余
ハ
売
船
之
由

　

一 
一
切
ハ
異
船
十
四
五
艘
も
参
り
居
申
候
趣
ニ
御
座
候
得
共
、
長
崎
表
御
手
当
等

厳
重
ニ
付15
テ
ハ
、
自
然
恐16
レ
候
而
、
追
々
引
取
、
八
九
艘
ニ
相
成
居
候
由

　

一
筑
前
侯
三
番
手
迄
御
引
取
ニ
相
成
、
残
も
追
々
御
引
取
ニ
相
成
申
候
由

　

一 

肥
前
侯
ハ
御
出
張
ニ
相
成
不
申
由
、
当
月
廿
三
日
長
崎
出
帆
之
趣
、
此
舟
御
役
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人
桐
山
市
郎
太
夫
殿
ヨ
リ
承
ル

　
　

 
右
ニ
付
即
刻
出
帆
、
午
後
第
三
時
雨
天
逆
風
ニ
相
成
、
平
戸
田
助
湊
ヘ
入
ル
コ

ト
不
得
止
ム
コ17
ト
ヲ
、
港
外
一
里
半
斗
リ
ノ
処
ニ
碇
泊
ス
、
夕
第
五
時
過
キ
頃

　
　
　

同
廿
六
日
雨
天

午
前
第
十
時
出
帆
、
午
後
第
一
時
平
戸
タ（

田

助

）

ス
ケ
港
碇
泊
ス
、
一
統
上
陸
入
湯
、
下
宿

縄
屋
、
其
内
半
分
手
狭
ニ
付
大
河
屋
止
宿
ス
、
其
日
平
戸
城
下
見
物
ス
、
山
城ジ

ロ

、
タ

ス
ケ
ヨ
リ
一
里
斗
リ

　
　
　

同
廿
七
日
晴
天

午
前
第
九
時
五
十
分
タ
ス
ケ
港
出
帆
、
同
刻
筑
前
蒸
キ
セ
ン
崎
陽
ニ
向
フ
テ
進18
走
ス
、

午
後
第
一
時
頃
ヨ
リ
風
力
稍
強
、
一
時
行
コ
ト
三
里
或
ワ
三
里
半
余
、
夕
第
六
時
後

ヨ
リ
風
力
微
弱
、
夜
第
十
時
頃
長
崎
港
外
一
里
半
程
之
処
ニ
至
ト
ユ
ヱ
ト
モ
風
少
く

シ
テ
入
港
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ワ
ス
、
遂
ニ
ソ
ノ
処
ニ
碇
泊
ス

　
　
　

同
廿
八
日
晴

朝
第
五
時
頃
揚19
碇
、
風
港
口
ヨ
リ
吹20
出
シ
、
容
易
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
不
得
、
第
十
一
時

頃
入
港
ス
、
大
谷（

徳
太
郎
）

・
加
藤（

藤
左
衛
門
）

出
向
ス
、
ソ
レ
ヨ
リ
福
井
屋
ヘ
一
統
上
ル

　
　
　

同
廿
九
日
晴

　
　
　

五
月
朔
日

午
後
第
三
時
御
船
請
取
渡
首
尾
克
相
済
ム

　

但
シ
彼
水
夫
共
過
半
残
リ
居
ル
、
今
夜
風
雨
強
シ

　
　
　

同
二
日

朝
之
内
異
人
共
悉
引
取
、
石
炭
積
込
ム

　
　
　

同
三
日

午
後
第
一
時
頃
亜
ノ
ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
、
御
船
之
旧
主
、
出
船
イ
タ
ス
ニ
付
暇
乞
ト

シ
テ
来
ル
、
同
刻
薩
州
家
中
五
代
才（

友
厚
）

助
来
ル
、
三
時
三21
十
分
左
之
面
々
御
船
為
見
物

来
ル
、

会
津
ハ（

マ
マ
）
ン
・
松
本
良
順
、
右
酒
肴
ヲ
以
テ
饗
応
ス
、
六
時
三
十
分
帰
去
ス

　
　
　

同
四
日

午
前
一
統
乗
船
、
当
番
立
直
ス
、
其
時
運
用
機
関
番
割
相
定
ム

　
　
　

同
五
日

第
六
時
蒸
気
焚
始
ム
、
午
前
七
時
三
十
分
小
曾
根
父

（
乾
堂
・
星
海
）

子
乗
船
ス
、
第
七
時
五
十
分
頃

機
関
少
々
故
障
有
之
ニ
付
蒸
気
焚
止
ム
、
依
機
関
故
障
有
之
ニ
付
、
亜
人
四
人
来22
リ

直
ス

　
　
　

同
六
日
晴

第
三
時
三
十
分
ヨ
リ
蒸
気
焚
方
準23
備
ス
、
第
七
時
頃
上
碇
、
長
崎
港
出
帆
、
一
時
行

コ
ト
四
里
、
九
時
十
五
分
頃
松
島
ヲ
経
過
ス
、
十
時
頃
ヨ
リ
北
風
稍
強
シ
、
午
後
二

時
頃
平
戸
ヲ
通
過
ス
、
第
六
時
呼
子
港
ニ
碇
泊
ス
、
七
時
二
十
分
唐
津
ヨ
リ
呼
子
ヘ

出
張
津
田
重
平
使
来
ル
、
小
笠
原
家
来
、
七
時
五
十
分
ス
ト
ツ
ク
ル
共
入
湯
ス
、
今

晩
ヨ
リ
コ
ロ
ツ
ク
打
方
時
数
ヲ
打
ツ

　
　
　

同
七
日
雨

四
時
十
分
蒸
気
焚
付
、
一
時
行
コ
ト
七
里
或
ハ
八
里
、
第
六
時
三
十
分
呼24
子
港
出
船

ス
、
東
北
風
強
、
九
時
三
十
分
頃
玄
界
洋
ヲ
過
ル
、
午
後
一
時
二
十
分
頃
ヨ
リ
東
南

風
強
シ
、
第
四
時
八
分
時
長
州
フ
ク
ラ
港
ニ
碇
泊
ス
、
一
統
上
陸
、
壱
番
丸
定
宿
ニ

入
湯
ス
、
風
雨
強
シ

　
　
　

同
八
日
雨

五
時
二
十
分
蒸
気
焚
付
出
ス
、
第
六
時
五
十
分
揚
碇
ス
、
北
東
風
、
一
時
行
コ
ト
八

里
余
、
第
十
時
角25
島
ヲ
過
テ
風
力
強
盛
ナ
ラ
ス
ト
ユ
ヱ
ト
モ
甚
順
ナ
リ
、
十
時
三
十
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分
帆
ヲ
用
ユ
、
舟
行
ハ
ナ
ハ
タ
疾
シ
、
一
時
行
コ
ト
十
三
里
ヨ
リ
十
三
里

（
半
欠
ヵ
）

イ
タ
ル
、

十
時
十
五
分
雨
霽

同
九
日
曇
天

ケ
イ
ト
ル
掃
除

（
改
丁
）

文26
久
三
亥
之
初
夏
四
月
五
日
ヨ
リ
一
番
丸
当
番
割

狛
林
之
助

山
県
克
之
助

酒
井
信
一
郎

岩
城
寛
之
助

横
井
大
平

渋
谷
定
次
郎

三
岡
友
蔵

石
川
定
之
助

溝
口
辰
五
郎

加
藤
錬
之
助

（
介
）

高
（
青
）山
悌
二
郎

久
保
村
純
助

岡
部
冬
八
郎

永
見
多
門

水
谷
虎
作

横
井
左
平
太

井
原
立
二

岩
村
六
蔵

榊
原
五
久
吉

鈴
木
頼
次
郎

河
合
常
之
進

大
藤
庫
次
郎

大
町
平
吉

吉
口

（
江
）文

蔵

右
朝
昼
夜
繰
番

（
改
丁
）

文
久
三
亥
年

四
月
上
旬

水　

谷

右（
書
写
奥
書
）

海
中
日
記　

壱
冊

越
前
福
井
市
水
谷
勝
展
所
蔵
原
本
薄
葉

小
本
九
枚
大
正
八
年
二
月
採
訪
仝
九
年
四
月
謄
写
了

校　

訂

１
〈
若
〉
練
之
助　

２
〈
越
〉
岡
部　

３
〈
越
〉
住
寺　

４
〈
若
〉
風
止
テ　

５
〈
若
〉
鰒　

６
〈
若
〉

但
国　

７
〈
越
〉
北　

８
〈
若
〉
弍
兵
衛　

９
〈
越
〉
ト
コ
ロ
リ　

10
〈
越
〉
岩
部　

11
〈
若
〉

勝
作　

12
〈
若
〉
練
之
介　

13
〈
越
〉
碇
白　

14
〈
越
〉
忘　

15
〈
越
〉
付
ニ
者　

16
〈
若
〉
黙

シ　

17
〈
若
〉「
コ
ト
ヲ
」
ナ
シ　

18
〈
若
〉
追
走　

19
〈
越
〉
物
碇　

20
〈
越
〉
次
出
シ　

21
〈
若
〉

五
十
分　

22
〈
若
〉
乗
リ　

23
〈
越
〉
隼
備　

24
〈
若
〉「
呼
子
港
出
船
ス
東
北
風
強
九
時
三
十

分
」
ナ
シ　

25
〈
越
〉
角
小
島　

26
〈
若
〉「
文
久
三
亥
之
初
夏
四
月
五
日
ヨ
リ
一
番
丸
当
番
割
」

以
下
ナ
シ
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